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俺様騎士団長の秘密は私が守ります！
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プロローグ












「えっ!?」

　気がつくと、リアは全裸の男に押し倒されていた。

　見知らぬ黒髪の男。

　少し長めの前髪がリアに落ちかかり、碧い瞳が彼女を見下ろしている。

（綺麗な碧。うらやましいな）

　驚きに思考停止して、リアは今まったく関係ないことを考えた。

　精悍せいかんで整った顔立ちの男が、腕立て伏せをするようにリアの頭の両側に手をついている。その腕に見事な筋肉が盛り上がっているのが見えた。

　腕だけではない。剥き出しの上半身も鍛え抜かれて引き締まっている。

　それは、男の身体など見たことがなかったリアでも肉体美を感じるものだった。

　状況がつかめず唖然としたままの彼女が、なにげなく割れた腹筋のその先に目を移すと、股間に立派なモノがぶらんとしているのが見えた。

「キャー！」

　悲鳴をあげて、リアは男の胸を突いて離れようとする。

　でも、分厚い筋肉に触れただけで、彼はびくともしない。

　彼女の悲鳴で我に返ったらしく、男は不思議そうに自分の身体や部屋を見回し、最後にもう一度リアを見た。

　切れ長の目が観察するようにすがめられる。

（この人って、まさか、ナディオス・グラシア……？）

　リアは思い出した。

　彼は、美男だが女嫌いで有名な騎士団長だ。

　魔物討伐の凱旋パレードで騎士団が街に来たときに先頭を進んでいくのを見たことがあった。

　好みの顔なので、覚えていたのだ。

　もちろん直に会ったことはない。

（なんでそんな人がここに？）

　リアは現実味がないまま、彼を見つめ返した。

















第一章












　薄汚れた裏通りを歩いていたリア・ファラスは、目の端に白いものが映って、立ち止まった。

　回復薬や解毒薬などの薬を納品に行った帰りだった。

　薬師である彼女は、丁寧に作った薬を買い叩かれて、憤りと虚しさを感じながらとぼとぼと歩いていた。

　建物と建物の間の狭い隙間を塞ぐように、その白いものは横たわっている。

　よく見ると、モップのようなもこもことした毛の一部に赤黒い血がべっとり付いていた。

「ネコ？」

　近づいたリアはつぶやいた。

　血が付いている部分以外は、毛並みのいい長毛種のネコのようだ。

　そっと手で触れてみると、まだ温かい。

　かすかに息をしているのを感じて、ネコを抱きあげた。

「ひどい怪我！　いったい誰がこんなことを!?」

　下半身を血で濡らしたネコは今にも死んでしまいそうだった。

　リアは一瞬ためらったあと、溜め息をついて、カバンから予備の回復薬を取り出した。

（あぁ、三銅貨が……。でも、仕方ないか。ネコちゃんの命のほうが大事だし）

　売れば銅貨三枚になるのになぁと惜しみつつ、回復薬をネコにかけてやった。

　師匠仕込みのリアが作った回復薬はよく効いて、ネコの傷をたちまち癒したが、血が流れ過ぎたのか、ネコは目を覚まさない。

　それでも、弱々しかった呼吸が落ち着いたのを見て、リアはほっと胸をなでおろした。

「よし、とりあえず、家にいらっしゃい」

　リアはぐったりしたネコを抱え、帰宅の途についた。

　彼女がよたよたと歩いていると、ようやく家が見えてきた。

　両親を早くに亡くし、薬師の師匠に育てられたリアは、二年前に師匠が亡くなってからも、この借家に住んでいた。

　住み慣れているというのもあったし、リアには思い出が詰まった場所がここしかなかったからだ。

　ぼろいので隙間風は入るし、師匠の揃えた本や素材や道具が収納しきれず、物であふれかえっているが、リアにとってはとても大事な場所で、できることなら買い取りたいと思っている。

　現実は今日みたいに薬を買い叩かれて、家賃を払うので精いっぱいだったが。

　師匠が亡くなったあたりで、薬を買い取ってくれる商人も代替わりして、『弟子の作った物にこんなに払えない』と単価を下げられてしまったのだ。

　天涯孤独なリアには、その商人以外に薬を売る伝手つてはなく、不満に思いながらも取引を続けていた。

「ふぅう、着いた。あなた意外と重かったわね」

　独りごちて、ネコを床に下ろすと、リアは額の汗を拭った。

　想定外の重労働で、寒い時期だというのに全身汗ばんでいた。首筋に貼りついていた蜂蜜色の髪を払う。

　カバンを片づけて、ふと自分の服にもネコの血がついているのに気づく。

「ついでだから、お風呂に入っちゃおう」

　この家のいいところは古いが風呂場が付いていることだ。

　湯沸かしもポンコツながら、なんとかお湯を出してくれる。

　急に水になって、「ひゃっ」と悲鳴をあげることもあるけど。

　リアはネコを抱きあげて、風呂場へ向かった。

　ネコを下ろし、服を脱いで、まず、洗濯をする。

　血は固まる前に流さないとやっかいだからだ。

　それから裸のまま、ネコを膝に乗せて洗ってやった。

　眠っているネコは抵抗することもなく、リアの為すがままだった。

（寝ていてちょうどよかったかも。起きてたら暴れそうだし）

　風呂からあがったリアは自分の身体とネコを拭いて、部屋着を着た。

　棚に使っていないブラシがあったはずと探し出して、ネコをブラッシングしてやる。

　汚れを落としたネコの毛は艶やかで、美しかった。

「うにゃ～ん？」

　リアが毛を梳いてやっていたら、ネコが目を覚ましたのか、寝ぼけたような声を出した。

　ふわふわになった白い毛からアーモンド形の碧い瞳がリアを見上げる。

「なんて美ネコなの!?」

「ナァー」

　ネコが返事をするように鳴いた。褒められて気をよくした、というような顔をしている。

　と思ったら一転、いきなりピョンとリアの膝からジャンプして、彼女から距離を取った。

「シャーーッ！」と歯を剥き出し、毛を逆立てて威嚇される。

　リアはネコをなだめるように言った。

「大丈夫。なにもしないわよ。それどころか、回復薬で怪我を治してあげたんだから！　回復薬って高価なのよ？」

「うにゃ？」

　ネコは彼女の言葉を理解したみたいに、自分の身体を見下ろした。そして、不具合はないかチェックするように、ペロペロと毛づくろいをしはじめる。

「ね？　もう傷はないでしょう？　ほら、おいで、ブラッシングの続きをしてあげる」

　呼びかけたリアをじぃっと見て、ネコは首を傾げた。

　どうするかなぁとでもいうように。

　その人間っぽいしぐさがかわいくて、リアはブラシを振って、膝を叩いた。

「ほら、ブラッシングは気持ちいいわよ～。ここにおいで」

　ブラシの動きを目で追っていたネコは決心がついたのか、ゆっくりとリアに近づいてきた。

　彼女がじっとしていると、ネコはのそのそと膝に上がってくる。

「なんてお利口さん！　本当にかわいいわね～」

　目を細めたリアはネコのブラッシングを再開した。

　その毛はやわらかくて触り心地がいい。

　ネコも気持ちがいいのか、「ナァー、ナァー」と鳴いては喉をゴロゴロと震わせた。

　すっかり慣れてきたのか、お腹を見せて、転がる。

　お腹側もブラシを通してやると、ネコはご機嫌そうに鳴いた。

「うにゃ～ん、なぉ～ん」

　脚の間に立派なものが付いているのに気づき、リアはなにげなくつぶやいた。

「あら、あなた男の子なのね」

　リアの視線に気づいたネコがシュパッと立ち上がった。

　まるで恥ずかしがっているようだ。

（ふふ、まさかね）

　自分の考えがおかしくて、リアは笑った。ネコはただタイミングよく反応しているだけに決まっている。

「そうだ。あなた、お腹空いてない？」

「ナァ～」

「ミルク飲む？」

「ナァ！」

　お腹が空いていたのか、ネコはまた近寄ってきて、リアの膝に身体を擦りつけた。

「わかったわ。飲みたいのね。今、用意するから、待ってて」

　リアは立ち上がり、台所へ行った。

　お皿にミルクを注いで、ネコに出してやる。

　彼がそれを飲んでいるのを見て、リアも自分の夕食の準備を始めた。

　と言っても、朝作った野菜スープにベーコンを切って入れ、温めるだけだ。

　テーブルに、パンと野菜スープを用意して、イスに座ったリアの膝に、ネコがぴょんと飛び乗ってきた。

　ミルクを飲み終わって、まだお腹が空いていたのか、野菜スープの匂いをふんふん嗅いでいる。

「食べたいの？」

「ナァ～」

「う～ん、ネコって野菜スープ飲んでいいのかしら？　ベーコンでも食べる？」

「ナァ！」

　ベーコンという言葉に食いついたネコに、リアは笑って、手のひらにベーコンを乗せて、差し出す。

　手からそれを食べると、満足そうにネコはぺろりと口の周りを舐めた。

「あなた、人に慣れているのね。飼い猫かしら？」

「にゃ！」

「違うの？」

「ナァ」

　なんだかネコと会話しているようで、リアはふふふと笑った。

　一人暮らしのため、ほとんど他人と会話することがないので、相手がネコだとしてもうれしかった。

　彼の頭をなでてやりながら、聞いてみる。

「じゃあ、うちの子になる？」

「ナァ～ン」

「いい返事ね！　じゃあ、今日からあなたはうちの子よ。名前を付けなきゃね」

「ナァ」

　一緒に生活する相手ができたことにわくわくする。

　リアは頭をひねって、彼の名前を考え始めた。

「なにがいいかしら……。ジャンは？」

「にゃ！」

「嫌なの？」

「ナァ」

「じゃあ、ブランカは？」

「にゃにゃ！」

「これも気に入らないの？」

「ナァ」

　意外と好みのうるさいネコのようで、自己主張が激しい。

（こんなに名前にこだわるネコっている？）

　ネコを飼ったことがないので、よくわからないが、このネコはどこか普通とは違うような気がする。

　それにネコの名前なんて考えたことのなかったリアは、うーんと首をかしげた。

　食事が終わり、後片付けをしながら、いくつかの名前を挙げてみたが、ネコのお気に召すものは一つもなかった。

　とうとうリアは音をあげる。

「もー、なんだったらいいのよ～」

「ナァー」

　ネコは早く決めろとばかりにリアの横にお座りして、彼女を見上げている。

　疲れてきたリアはやけになって言った。

「じゃあ、ナァナァ鳴くから、ナァちゃん！　決定！」

「ナァ……」

　それほど気に入ってないが、致し方がないとでも言うように、ネコが力なく鳴いた。

　そんな人間っぽい表現ができるところも、ちょっと不思議だった。

　でも、あまり細かいことは気にしないリアは、名前が決まったことに満足して、寝ることにした。

　ベッドに寝転がって、ネコに向かって手を伸ばす。

「ナァちゃん、おいで」

「ナァ～」

　温かいモフモフが彼女の胸に飛び込んでくる。

　その匂いを吸い込んで、癒される。

　リアはぬくもりを抱きしめながら、ぐっすり眠った。






　何日かともに過ごして、ナァちゃんとの暮らしはなかなか快適なことに気づく。

　リアが薬を調合している間はナァちゃんは大人しく見守り、作業が終わるとすぐ、かまってとすり寄ってくる。

　そんな様子に癒されて、疲れが抜ける。

　夜は一緒に眠ると、温かくて安眠できた。

　戸口に座って、どうかなでてくださいと言うように頭を差し出してくるナァちゃんはとんでもなくかわいい。

「ナァちゃんは本当に賢いわね。いたずらもしないし」

　彼のあご下をなでながら、リアは目を細めた。

　ネコは喉をゴロゴロ鳴らしている。

「ナァちゃんが来てくれてよかった」

「にゃん？」

「私ね、少しさみしかったんだ。唯一の家族だった師匠が亡くなって、他に誰もいなくて、一人で……」

　リアはナァちゃんを抱きしめた。彼は嫌がりもせず、ぺろりと彼女の頬を舐める。

　ザラっとした舌の感触がくすぐったい。

　お返しに、リアもナァちゃんに頬をすり寄せた。

「それにこの家だって買い取りたいの。そのためにお金を貯めてるんだけど、薬の単価が安くて、作っても作っても、家賃を払うだけでほとんど消えちゃうんだよね」

　日頃吐く相手もいない弱音をネコ相手に語る。

「ナァーナァ」

　彼は神妙に耳を傾けるようにして、リアに身体を擦りつけた。まるで慰めるように。

「ナァちゃんは本当に人間の言葉がわかるみたいね」

「ナァー」

　唯一の欠点は大飯食らいで、食費がかかることだ。

　特に肉が好きらしく、ベーコンや干し肉を好んで食べる。でも、生の物は受けつけず、必ず、調理したものを食べるという贅沢仕様だった。

　リアは毎晩ナァちゃんととくっついて寝た。

　彼女の胸のやわらかさが気に入ったのか、ナァちゃんはよく顔をすりすりしてきた。

「甘えっこなのね、ナァちゃんは」

　リアは胸の上に乗ったナァちゃんをくすくす笑って、抱きしめる。

　自分以外の生き物がそばにいるというのは心地よかった。






　その朝も、リアは温かい塊を胸に抱いて、幸せな気分で目覚めた。

　寝ぼけ眼のまま、手触りのいい毛並みをなでる。

「かわいいナァちゃん」

　チュッと彼にキスした瞬間――。

　ボンとネコが男の姿になった。

「えっ!?」

　気がつくと、リアは全裸の男に押し倒されていた。

　見知らぬ黒髪の男。

　少し長めの前髪がリアに落ちかかり、碧い瞳が彼女を見下ろしている。

（綺麗な碧。うらやましいな）

　驚きに思考停止して、リアは今まったく関係ないことを考えた。

　精悍で整った顔立ちの男が、腕立て伏せをするようにリアの頭の両側に腕をついている。その腕に見事な筋肉が盛り上がっているのが見えた。

　腕だけではない。剥き出しの上半身も鍛え抜かれて引き締まっている。

　それは、男の身体など見たことがなかったリアでも肉体美を感じるものだった。

　状況がつかめず唖然としたままの彼女が、なにげなく割れた腹筋のその先に目を移すと、股間に立派なモノがぶらんとしているのが見えた。
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「キャー！」

　悲鳴をあげて、リアは男の胸を突いて離れようとする。

　でも、分厚い筋肉に触れただけで、彼はびくともしない。

　彼女の悲鳴で我に返ったらしく、男は不思議そうに自分の身体や部屋を見回し、最後にもう一度リアを見た。

　切れ長の目が観察するようにすがめられる。

（この人って、まさか、ナディオス・グラシア……？）

　リアは思い出した。

　彼は、美男だが女嫌いで有名な騎士団長だ。

　魔物討伐の凱旋パレードで騎士団が街に来たときに先頭を進んでいくのを見たことがあった。

　好みの顔なので、覚えていたのだ。

　もちろん直に会ったことはない。

（なんでそんな人がここに？）

　リアは現実味がないまま、彼を見つめ返した。

　そして、ハッとして、辺りを見回す。彼の裸を目に入れないように。

（だいたいナァちゃんはどこに行っちゃったの？）

　頭の中が疑問符だらけだ。

　とりあえず、この状況をなんとかしたくて、リアは彼の腕をぺちぺちと叩いた。

「ちょっとどいてくれませんか？」

「あ、あぁ、悪い……」

　ようやく彼はリアの上からどいてくれた。

　急いで起き上がったリアは真っ先にナァちゃんを探した。

　こんな大男がいきなり出てきて、びっくりして逃げてしまったのかと思ったのだ。

「ナァちゃん、どこ？　出ておいで？」

　それを聞いた男はなぜか頭を抱えた。

　でも、リアはそれにかまっている余裕はなかった。

（ナァちゃんがいない!?）

　もう彼がいなくては、リアはさみしくてやっていけない。焦りが不可思議な状況を頭から締め出した。

「ナァちゃん、どこ？　お願い、出てきて！」

　ベッドの下や机の下、台所など見て回るが、ナァちゃんの姿はない。

　必死に探すリアに、男がぼそっとなにか告げた。

「それは……だ」

「えっ？」

　すっかり彼の存在を忘れていたリアは、裸の男を見て、また「キャー！」と叫んだ。

「あ、あなた、なんなのよ！　どうしていきなり現れたの？」

　片手で目を覆いながら、手探りで上掛けを掴むと、彼に被せる。

　もう大丈夫かと思い、目を遣った彼は不本意極まりないような顔でまたつぶやいた。

「だから、その……ナァちゃん、とやらが俺だ」

「はっ？」

　リアは目を見張った。

　まったく意味がわからなかった。

「なに、言ってるの……？」

「だーかーらー、俺がそのネコだって言ってるんだ！　頭悪いのか？」

　いきなり憎まれ口をきく男に、リアはムッとした。

（この人、顔は良くても性格悪そう！）

　腹を立てた彼女は即座に言い返す。

「頭おかしいのはあなたじゃない！　そんな大きな身体して、ナァちゃんだなんて！　第一、ナァちゃんはもっと優しいわ！」

「頭がおかしいとは言ってない！　信じられなくても、事実なんだから仕方ないだろ！」

　彼も不機嫌に怒鳴り返してくる。

　精悍な顔を歪め、切れ長の目をすがめた彼は迫力があった。

　でも、リアも負けていない。伊達に一人で暮らしてないのだ。言い返すのには慣れている。

「事実だって言うなら、今すぐナァちゃんに戻ってみなさいよ！」

「そんな簡単に姿を変えられるなら、こんなことになっていない！」

　二人はにらみ合った。

　しかし、次の瞬間、ボンッと今度は大男が消えて、そこに白いネコが現れた。

「……ウソでしょう？」

　リアはしげしげとナァちゃんを見るが、いたって普通のネコにしか見えない。

　いつものかわいいナァちゃんだ。

　なにか変化はないか、確かめるようになでると、彼はただ気持ちよさそうに目を細めて、ゴロゴロと喉を鳴らすだけだった。

　放心状態になったリアは、しばらく現実逃避のようにナァちゃんをなで回した。

（あー、癒される……。さっきのは寝ぼけたのかな？）

　でも、なでられて機嫌よく「ナァーナァー」鳴いていたネコは、急にハッとした様子を見せ、リアの身体を登ってきた。そのままペロリと彼女の唇を舐めた。

　ボンと人間の姿が現れる。

「ほら、だから、言っただ……」

「キャー！　早くなにか着てよ！」

　また素っ裸の彼が文句を言おうとしていたところに、リアは上掛けを投げつけた。






　その男はやはりナディオス・グラシアと名乗った。

　正真正銘の騎士団長だった。

　この家には彼に合う服がなかったので、とりあえず、腰にシーツを巻きつけてナディオスは椅子に腰かけている。上半身は鍛えられた筋肉に覆われ分厚く、腹筋が割れて引き締まった身体は美しい。でも、さすが騎士団長だけあって、身体中に戦いで負ったであろう傷跡があった。

　リアは目のやり場に困って、視線をうろつかせる。そして、彼の碧い瞳を見て言った。

「やっぱり騎士団長様だったんですね」

「俺のことを知ってるのか!?」

　彼はリアの言葉に驚いて鋭い視線で見てくる。一方的に知っているのをあやしまれたらしい。

　リアはそっけなく返す。

「この間の凱旋パレードのときに見かけたので」

「あぁ、なるほど。あのとき俺は注目の的だったからな。まぁ、いつものことだが」

　少し表情を緩めて、ナディオスはうなずく。

　堂々と威張る彼に、リアはうさんくさいものを見るような目つきになった。

　ほんの少ししか会話をしていないのに、彼が尊大でうぬぼれ屋だということが見て取れた。

　顔は好みだけになんだかがっかりだ。

「それでなんでネコになんかなってたんですか？」

「そんなこと、俺が知りたいさ！」

　聞かれて、ナディオスはがなった。

「わからないんですか？」

　リアがあきれた表情をすると、ナディオスは長めの癖毛を掻き上げて、拗ねた顔をした。

　凛々しい眉尻が垂れて、ちょっとかわいいと思ってしまう。

「仕方ないだろ。気がついたらネコになっていたんだ。しかも、人間の男が俺を捕まえようとするから慌てて逃げた。そのとき、馬車にはね飛ばされて……それでもなんとか逃れたが、結局、力尽きたんだ」

「人間の男？」

　ナディオスの言い方が引っ掛かり、リアが聞き返す。

「なんていうのか……ネコになっているときはネコの思考になっているようで、記憶はあってもそいつが誰なのか見分けがつかないんだ。知ってるやつのような気がするんだが」

「その人があなたをネコにした犯人でしょうか？」

「さあな、わからない。しかし、害意は感じたから、そうかもな」

　彼は眉間にしわを寄せて答える。

　自分でも不甲斐ないと思っているようだ。

「心当たりはないんですか？」

「まったくない」

「なにか怪しい薬を飲まされたとか、呪われたとか」

「そんな覚えはない」

「困りましたね……」

　わからないことだらけでリアは途方に暮れた。

　すると、ナディオスはニヤッと笑って言った。

「わかっていることはひとつだけあるな」

「なんですか？」

「どうやらお前とキスをすれば人間の姿に戻れるらしい」

　いきなり指で唇をなぞるように触れられて、びくんと身じろぎする。

　その不遜な手つきに、リアは慌てて身を退いた。

（この人って女嫌いじゃなかったの？）

　彼の体格で襲われたら、抵抗できる気がしない。

　自分が危険な状況にあるかもしれないと、リアは身構えた。

「あぁ、悪い。ネコのときの癖が抜けてないようだ」

　警戒心剥き出しのリアの表情を見て、自分の行動に気づいたナディオスは伸ばしていた手を退き、頭を掻いた。

　確かにナァちゃんとはベタベタしていた。抱きしめて、彼のモフモフな毛に顔をうずめて、癒し成分を吸い込んでいた。

（ってことは、私、この人とあんなことやこんなことしてたの～!?　ウソでしょう？）

　真っ赤になったり青くなったりするリアを見て、ナディオスもネコのときの自分の行動を思い出したのか、額に手を当てそっぽを向いた。

　恥ずかしくなった彼女は、立ち上がる。

「と、とりあえず、あなたの服を買ってきます！　その恰好じゃあ、外にも出られないですから」

「あぁ、悪いな。頼む」

　素直にうなずいた彼は頭を下げた。

（嫌な人ではないみたい）

　リアはほっとして、家を出た。

　家に他人を残してくるのは不用心だったと気づいたのは、しばらく歩いたあとのことだった。

（でも、どうしようもなかったし。仮にも騎士団長なんだから変なことしないよね？）

　ナディオスの顔を思い浮かべながら、そう思う。

　整った目鼻立ち、意志の強そうな少し太めの眉毛、美しい碧の瞳に、黒い前髪がかかっている。

　前髪も長いが、後ろ髪も散髪に行ったほうがいいぐらいに伸びていて、首もとを覆っていた。

　でも、その無造作な髪型も彼には似合っていて、魅力的だ。

　自分の容姿の良さをわかっている自信満々の男。

（そういえば、似ても似つかないと思っていたけど、碧い瞳だけはナァちゃんと一緒だわ）

　リアの瞳はよくあるこげ茶なので、うらやましい。

　今度はネコの姿を思い浮かべて、ナァちゃんは気に入っていたのにな、とリアは深い溜め息をつく。

　人間に戻った以上、服を着て、帰ってもらうしかない。

　また一人さみしい生活になると思い、リアは瞳を翳かげらせた。

　繁華街に着いて、古着屋へ入る。

　男性服のコーナーに行き、いったいどれを買ったらいいのかわからず、首をかしげた。

（あの人、とにかく大きかったけど、一番大きいサイズを買えばいいのかしら？）

　見事な体格を思い浮かべた途端、その裸まで思い出してしまって、ボンとリアの顔が沸騰した。

　彼女は二十歳になっても男性と縁遠く、免疫がなかった。

　シャツを広げて、自分に当ててみる。

　リアの背も女性としてはそこまで小さいほうではないのだが、ナディオスと並んだら、彼の肩までしかなかった。

「これだったら、大丈夫かな？」

　悩んだ末、彼の目の色と同じ碧のシャツと、濃紺のズボンを選んだ。

（あとは下着……）

　男性物の服を選ぶのでさえ、照れくさい感じがするのに、まして下着を手に取るなんて、とても恥ずかしい。

　リアはとりあえず、目についた一番大きいものを買った。

　薬を売ったばかりでお金があってよかったが、予想外の出費だ。

（しっかり請求しなくちゃ。騎士団長だったら大丈夫よね？）

　お財布がスカスカになって、リアは不安になりながら家に帰った。

「ただいま～」

　自分の家だけど、無言で入るのは憚はばかられて、リアは控えめに言って、ドアを開けた。

　でも、中からは反応がない。そっと居間を覗いたら、ネコが玩具に用意した毛糸の玉にじゃれて遊んでいた。

「かわいい！」

　リアが思わず抱きあげると、ネコは碧い瞳で彼女を見つめて「ナァ～」と鳴いた。

　あのふてぶてしい騎士団長とは思えない愛らしさだった。

　ソファーに座って、ナァちゃんの首もとを掻くようになでてやる。

　彼は気持ちよさそうに目を細めた。

「ナァちゃん、本当にあなたは騎士団長様なの？」

　呼びかけると、我に返ったというようにピクリと反応したネコは、リアの膝の上で立ち上がり、彼女にキスをした。

「きゃああ」

　次の瞬間、裸の男に馬乗りにされたリアは悲鳴をあげる。

「悪い」

　慌てて退いたナディオスに、目をつぶったまま、買ってきた服を渡す。

「早く着てください！　ちなみに、お代は銅貨十七枚です」

「金を取るのか？」

「当たり前です！　服は高いんですから！」

「わかった。帰ってからな」

　ぶつくさ言いながら、ナディオスがごそごそと服を着る音がする。

　リアは手で顔を覆って、待った。

「もういいですか？」

「あぁ」

　手を外すと、目の前にナディオスが立っていた。

　シャツの碧が精悍な彼に似合っていた。

　でも、ズボンの丈が足りず、足首が見えている。

「丈が短かったですね。すみません」

「いや、俺の長い脚にはたいがいのものは合わない」

　せっかく申し訳なく思って言ったのに、さらりとそう返されて、リアはしらけた。

「そうですか……」

「それより、靴は？」

「靴？　あーっ！　……買ってきます」

　その存在を完全に忘れていたリアはうなだれて、もう一度買い物に行こうとした。

　それをナディオスが止める。

「いやいい。俺は足もでかいから、買ってきてもらっても履けない可能性もある。それより、使わない布はないか？　ぼろきれでいいんだが」

「布？　雑巾しかありませんが」

「それでいい」

　リアが古くなった服を下拭き用にした布を出してくると、ナディオスは器用にそれを折りたたんで、靴らしきものを作った。

「すごいですね」

「戦場で必要なことがあるからな」

　得意げに口端をあげて、ナディオスが言う。

「それに帰るまで持てば……あっ、しまった！　今はいつだ？　早く王宮に戻らねば！」

　突然、彼は叫んで、焦りだす。

　何日も無断欠勤をしていることに思い至ったのだ。

　そして、その直後に頭を抱える。

「しかし、またネコの姿に戻っても困るな」

　ナディオスがそう言った瞬間に、彼の頭が消え、服がくたくたと床に落ちた。

「えぇ？」

　リアがびっくりしている間に、服の中からネコが出てくる。ネコはリアの身体をよじ登ると、キスをした。

　目の前にナディオスが現れる。

　今度は押し倒されることなく、二人とも立っているし、近すぎて、彼の下半身は見えなかった。

　でも、目まぐるしい変化についていけず、リアはくらくらした。

「戻る要件はキスなのか？　それとも……？」

　もう一度服を着たナディオスは、あごに手を当て、考え込むようなしぐさをした。そして、いきなりリアにキスをした。

　人間の姿でキスされるのは初めてだったリアは固まった。

　それなのに、ナディオスはさらに舌を入れてくる。

　にゅるんとした熱い塊が自分の口の中を動き回る。

「んーーっ、んっ、んんーー！」

　抵抗しようにも、がっしりと後頭部を掴まれて、まったく身動きがとれない。歯列を辿られ、上あごをくすぐられ、舌を絡めて、唾液をすすられる。

　変な気分になり、リアはバシバシとナディオスの腕を叩いた。

　たっぷり貪られたあと、ようやく彼はリアを解放してくれた。

「ぷはっ、はーーっ、はぁっ、な、なにするんですか！」

　新鮮な空気を吸い込むと、リアは涙目でにらんだ。

　ナディオスはその視線を意に介さず、指で唇を拭いながら、ニヤリと笑った。

「お前、結構色っぽい顔するな？」

「な、なんなんですか！」

　リアが拳を振り上げると、まぁ、待てというように彼は手のひらを向けた。

「これでネコに戻る時間が延びれば、キスするだけよりお前の体液を摂取すれば効率がいいことがわかる」

「た、体液!?」

「あり得そうだろ？　帰る前に条件を確かめとかないとな」

　平然と告げたナディオスに、リアは上気したままの顔で宣言した。

「それなら、対価を要求します」

「なんだと？」

　彼はリアが嫌がるなんて露ほども思っていないようだった。

　きっとモテるだろう彼は、ふいのキスでも喜ぶ女性しか周りにいなかったのだろう。だが、とんでもない誤解だ。少なくともリアは嫌だ。

（なんで私が、よく知りもしない人とディープキスしないといけないのよ！　初めてだったのに！）

　彼女は不機嫌に目をすがめた。

「騎士団長様はいたいけな少女にこんな無体なことをして、このままで済むとお思いですか？」

「無体って、そんな……」

「同意もなしに人の口の中を舐め回して、騎士団長ともあろう方が示しがつくのですか？」

　遅ればせながら、ナディオスはリアが怒っていることに気づいた。なだめるように言ってくる。

「すまん。だが、緊急事態で……」

「私もそれは理解しています。だから、対価を要求すると言っているんです。拒否してもいいんですよ？」

　軽く脅すと、ナディオスは詰まった。

「ぐっ。……いくらだ？」

「一回十銅貨です」

「キス一つに高すぎる！　娼館でもそこまで取らないぞ？」

　思わず口にした彼の言葉に、ますますリアの瞳が冷たくなる。

「じゃあ、娼館に行ってください。私はかまいません」

　口調も冷え冷えとして、取り付く島もない。

　実際、リアはナディオスがネコになってもなにも困らない。むしろ、そっちのほうがいいくらいだ。

　ナディオスもそれを悟って、苦々しい顔をする。

「娼館は苦手だ。しかも、騎士団長がネコになるところを誰にでも見せるわけにはいかないだろう？　だいたい、他の者とのキスで戻るとは限らないし」

　彼はあくまで、秘密にしておきたいようだ。

　それなら、なおさらナディオスはリアに頼るしかない。

　リアだって、困っている彼を放り出すようなことはするつもりはない。でも、ただで手を貸すほど善人でもなかった。

「じゃあ、十銅貨をお支払いください。騎士団長様なら安いもんでしょう？」

「……わかった」

　ナディオスが折れた。しぶしぶうなずく。だが、ナディオスも条件をつけてきた。

「それなら、しばらく付き合ってくれ」

「しばらくとは？」

「ネコ化が治るまで、官舎の俺の部屋で寝泊まりしてもらう」

「えぇー！」

「仕方ないだろう。いつネコになるかわからないんだから。俺には騎士団長としての責務もある。俺だって、女と同居なんて、不本意なんだ！」

　ナディオスはそう言って、ものすごく嫌そうな顔をした。

　女嫌いだという噂は本当らしい。

　それでも、ムッとしたリアは叫んだ。

「私のほうがその何十倍も不本意ですよ！」

「悪かったな！」

　二人はにらみ合った。が、しばらくして、リアが折れて口を開いた。

　彼女がいないと、ナディオスがまともな生活ができないのは確かだったから。

「じゃあ、同居の料金は……」

「まだ金を取るつもりか！」

　鋭い瞳でねめつけるナディオスに、リアも負けていない。

　大きな彼を見上げて、主張する。

「当たり前です！　家にも帰してもらえないのに。仕事もできないし」

「仕事はなにをしているんだ？」

「薬師をしています。薬を作って商人に持ち込んでいるんですが……」

「それは俺の部屋でもできるだろう？」

「器材や素材が……」

「運ばせよう」

　彼の家で調薬ができるなら、不便はあるにしてもなんとかなるかと考えたリアは、迷惑料をいくらにしようかとナディオスの碧い瞳を見つめた。

「それでは、大負けに負けて、一日十五銅貨にしましょう」

「高すぎる！」

「キス込みの値段ですが？　五銅貨増えただけですよ？」

「くそっ！　足もと見やがって！」

　ナディオスはブツブツ言いながら仕方なく了承する。

　言い合っている間に、今までだったらネコに戻っている時間が経過したのに、ナディオスは人の姿のままだった。彼の予想が当たって、次に彼がネコになったのは半日近く経ってからだった。

















第二章












「これで半日は持つな」

　ネコから人の姿に戻ったナディオスは改めてリアに深いキスをした。

　たっぷり唾液を舐めとって、彼女を官舎に連れて帰った。

　リアは彼に言われて、しぶしぶ着替えなどをまとめて持ってきている。

　荷物の大部分はナディオスが持ってくれたが。

　官舎は王宮に隣接する石造りの建物だ。彼の部屋はその角部屋だった。

　部屋といっても、居間と寝室、台所、水まわりがあって、リアの家よりはるかに広い。

　リアはそれとなく部屋を見回した。

　ソファーの上に服が散乱していたが、思ったより汚くない。男の独り暮らしなんて、むさくるしいに違いないと想像していたのに。

　むしろ、綺麗な模様をしたタイル張りの床は拭き清められていた。

　ナディオスはソファーから服をまとめて抱えると、リアに座れと指し示した。

「着替えてくる」

　服を持って、寝室へ入ったナディオスを見送って、リアはぽすんとソファーに座った。

　手に触れたソファーの座面は紺色の上質な布が張ってあり、調度もマホガニーを使った重厚なものだ。

　壁には風景画も飾られていて、さすが騎士団長の部屋は高級感が漂っている。

　リアがキョロキョロしている間に、着替えたナディオスが戻ってきた。

　濃紺のサーコートに太い皮のベルトを締めた彼は凛々しかった。

　胸には王立騎士団の紋章が入っており、隊服のようだ。

　そうした恰好をしているのを見ると、彼が騎士団長だという実感が湧いてくる。

「行くぞ」

　ナディオスは手を差し出した。

　リアはその手を見つめて、きょとんとした。

「え、どこへ？」

「王宮の騎士団詰め所だ」

「なんで……んっ！」

　聞き返したところで、いきなり手を掴んで引き寄せられ、キスされる。

　ぐるりと舌で彼女の口の中を舐め回したナディオスは「念のためだ」と口角を上げた。

　口をパクパクさせていたリアは気を取り直して言う。

「服代と今日の分を合わせて三十二銅貨いただきます」

「わかってる。あとで払う」

　とたんに顔をしかめたナディオスは彼女の手を引っ張って、部屋を出た。

　官舎の向かいのきらびやかな建物のほうへリアは連れられていく。

（本当に王宮に行くの？）

　リアは王宮など今まで遠目にしか見たことがなかった。ましてや入ったことなどない。

　そんなところへ連れていかれて、場違いだと心臓がばくばくする。

　彫刻で飾られた扉から中に入ると、美しい大理石の廊下が続いていた。

　そこをナディオスがずんずん進んでいく。

　リアは逃げたかったが、しっかり手を繋がれて、逃がしてはもらえなかった。

　ナディオスは慣れた様子で、突き当りの部屋のドアを開いた。

「誰かいるか？」

「あぁー、団長！　めずらしく休みを取られてるなと思ったら、彼女とお出かけだったんですか？」

　顔を出したナディオスを見て、机で書類仕事をしていた団員が声をあげた。

　リアとナディオスは顔を見合わせる。

「ちがっ……そうだ」

　否定しかけたナディオスは途中で考えを変えたようで、うなずいた。

「……いつから彼女になったんですか？」

　彼の袖を引っ張って、じとっとした目でリアはささやいた。

「そのほうが便利だろ。彼女のフリをしていてくれ」

「じゃあ、彼女のフリをする料金は……」

「まだ！　……金を取るつもりか！」

　思わず大きな声を出しそうになって、慌てて声をひそめて、ナディオスは文句を言う。

「迷惑料が必要だと思いません？」

「誰もが憧れる騎士団長様の彼女だぞ？　光栄に思うんだな」

「自分で言います？」

　どんだけ自信家なんだと、リアは笑い出しそうになった。

　二人がこそこそ話しているのを見て、団員がからかってきた。

「それにしても、女に興味ないと言い張ってた団長を射止めるなんて、すごい彼女ですね。美人さんだし。どこで知り合ったんですか？」

（ネコになって、拾われたのよね？）

　リアがおもしろそうに口もとを緩めたのを見て、ナディオスは言うなよ？　と目で制した。

　そのまま鋭い目を団員に向ける。

「うるさい。余計なお世話だ」

　ナディオスが迫力のある低い声を出し、団員は首をすくめた。

「それより、俺の休暇って、いつまでだ？」

「えぇー、ご自分で申請したのに忘れちゃったんですか？」

　ぶつくさ言いながら団員は机の上の書類の束をあさって、一枚の紙を取り出した。

「あぁ、あった。ちょうど今日までってなってますね」

「ちょっと見せろ」

　ナディオスがその申請書をひったくるように奪った。

　それに目を通して、彼は眉間のしわを深くした。

「なにか問題でもあるんですか？」

「いや、ない」

　不機嫌そうに書類を返したナディオスはリアの手を掴む。

「それじゃあ、俺たちは残りの休日を楽しむことにする」

　楽しむというにはほど遠い表情をして、ナディオスは騎士団詰め所を後にした。

「……俺の字じゃなかった」

「えっ？」

　廊下に出て、ナディオスはぼそりとつぶやいた。聞き取れなかったリアは彼を見上げる。

　ナディオスは眉間にしわを寄せたまま答えた。

「俺の字に似せていたが、俺の字じゃなかったんだ。俺は休暇申請をしていない」

「じゃあ、誰が？」

「わからない。でも、休暇申請がなかったら、俺は一週間もの無断欠勤で、職務放棄だと言われかねなかった。おかしいな。今回の件が嫌がらせだとしたら、放っておけばいいのに。犯人はいったいなにがしたいんだ？」

　ナディオスは疑問を整理するように口に出した。

　そんなことを言われても、リアにもさっぱりわからない。

「まぁ、それはおいおい調べるとして……」

　ぶつぶつと言いながら、ナディオスは宿舎の前を通りすぎる。

　てっきり部屋に戻るものだと思っていたリアは声をあげた。

「え、どこに行くんですか？」

「報酬の代わりに服を買ってやる」

「は？」

「騎士団長様の彼女がそんなぼろい恰好をしているわけにはいかないだろう？」

「ぼろくて悪かったですね！」

　羞恥心に顔を赤くして、リアは怒鳴った。

　彼女は着古したグレーのワンピースを着ていた。それ自体は街ではよくある恰好だが、王宮内をうろつくにはふさわしくないのは理解できた。自分でもナディオスに釣り合っていないと思ったが、こうもはっきり言われると腹が立つ。

　しかし、ナディオスは彼女の表情など気にも留めずに、ずけずけと言った。

「俺の彼女というからにはこぎれいな恰好をしてもらう」

「えらそう」

「実際えらいんだ、俺は！」

　彼の言う通りなんだろうが、最初の出会いが全裸だったり、ネコだったりしているので、リアにはいまいちピンと来ない。彼女は肩をすくめた。

　リアは引っ張られるように街に出て、仕立て屋に連れていかれた。

「彼女に服を見繕ってほしい」

　ナディオスが行きつけの仕立て屋の主人に言うと、彼は困惑した表情になった。

「グラシア様、大変申し訳ございませんが、私どもは紳士服のみ承っておりまして……」

「あぁ、そうか」

　ばつが悪そうにしてナディオスはうなずいた。

　服飾関係には弱いらしい。

　リアには彼の求める服が売ってある場所なんて、もっとわからない。

　この高級そうな店の並ぶ界隈には足を踏み入れたことがなかったからだ。

「じゃあ、どこに行ったら、婦人服が買えるんだ？」

「二軒隣のプロイスの店に行かれてみてはどうでしょう？　ソマリの紹介と言っていただけたら、話が早いでしょう」

「わかった」

　店を出たところで、リアはナディオスの手を引いた。

「仕立て屋なんて……」

「いいから……あそこだな」

　言いかけた彼女の言葉も聞かず、ナディオスはずんずんと紹介された店へと進む。

　人の話を聞かない男だわと、リアは顔をしかめた。

「ソマリの紹介で来た。彼女に服を見繕ってほしい」

　出迎えた主人はにこやかにナディオスを見た。

「これはこれは騎士団長様にお越しいただけるとはうれしいかぎりです」

　やはりナディオスは顔が売れているらしく、名乗らなくても歓迎される。

　リアはこんな立派な店に入ったことがなくて、きらびやかな内装に顔を引きつらせた。

　そんな彼女のほうへ主人は目を動かし、一瞬おやっというような顔をしたが、にこやかな表情で聞いてきた。

「それで、美しいお嬢さんにいつまでにどんな服がご入用ですか？」

「すぐだ。こんな豪華でなくて普段着でいいのだが」

　店先のトルソーが着ている華やかなドレスを見ながら、ナディオスが答える。

　その返事を聞いた主人が困惑した表情になった。

「大変申し訳ございませんが、今から仕立てるとなると、一か月は見ていただかないと」

「はぁ？　一か月!?　なんとかならないのか？」

「ご予約のお客様もいらっしゃいますし、騎士団長様のご依頼ということで、間に割り込ませるとしても、三週間はお時間をいただきたいです」

「出来合いの物はないのか？」

「あいにく手前どもの店ではご用意がありません」

　不満げなナディオスの袖を引いて、リアがこそっと告げる。

「三週間もしたら、ネコ化は治ってるかもしれませんよ？　そんな服なんて必要なくないですか？」

「だが、そのままってわけにはいかないだろう？」

　そう返したナディオスは、店の主人に聞いた。

「じゃあ、どこに行けば、すぐに婦人服が手に入るんだ？」

「それでは、この道の一本奥に古着屋があるので、そちらにいらっしゃってみてはどうでしょうか？　古着といっても新古品など割と高級なものを扱っている店です。実は義弟がやっている店なので、品質は保証します」

「古着屋か！　なるほど、そっちに行ってみよう」

　礼を言うと、ナディオスは踵を返した。

「だから、仕立て屋なんて、時間がかかりすぎるって言おうと思ってたのに！」

　店を出たリアはナディオスに文句を言った。

「知ってたなら早く言えよ！」

「あなたが聞かなかったんでしょ！　だいたいあなたの彼女っていう設定要ります？　私が引きこもっていたらいいだけじゃ……」

「半日でネコに戻るんだから、途中で補給が必要だろ？　お前に王宮の詰め所やら訓練所なんかに来てもらわないといけないんだ」

「えぇー！　やっぱり割増料金取ろうかな」

「勘弁してくれ！」

　言い合いをしながら、二人は紹介された古着屋へ向かった。

　仕立て屋の主人が言っていた通り、そこはリアが行くような古着屋と違って、ドレスや装飾の多い高価そうなワンピースが揃っている。

　服なんていらないと思っていたリアも、フリルやリボンのついたかわいい服を見るとテンションがあがった。

　でも、値札を見ると、高すぎて血の気が引く。

「どれがいいんだ？」

　ナディオスが聞いてくるが、リアはとても選べなかった。

　いらないとブンブン首を振る。

　彼女が遠慮して選べずにいると思ったのか、ナディオスは服をあてがって、選び始めた。

「お前の髪色だと、なんでも合うな」

　そんなことを言いつつ、じろじろ見られて、リアは恥ずかしくなった。

　えらそうだが、見目はいい男なのだ。

　女嫌いの割に女慣れしているなと思い、皮肉った。

「ずいぶん女性の服を見立てるのに慣れてるんですね」

「姉にさんざん付き合わされたからな」

「お姉さんがいるんですね」

「あぁ、二人もな」

　あまり仲が良くないのか、ナディオスは顔をしかめて言葉少なに答える。

「そんなことより、その言葉遣いだが、彼女にしては硬くないか？」

　話を変えるように、彼は言い出した。

「えぇー！　年上だし、一応、騎士団長様だし、気を使ってたのに」

「一応ってなんだよ。変に疑われるよりはいい。普通に話せ」

「わかったわ。私もそのほうが楽だし」

　なんだかんだ言いつつ、リアは鮮やかな赤や青のワンピースを三枚買ってもらった。

　着たことのない華やかな服にときめいたのは彼には内緒だ。

　官舎に戻りながら、ナディオスはぼやいた。

「結構かかったな」

「そんなこと言って、あなたが選んだんじゃない！　だから、そんなにいらないって言ったのに」

「俺の沽券にかかわるんだ！」

「見栄っ張り！」

「うるさい！　見栄を張らないといけない立場なんだ！」

　口喧嘩のように言い合いをしながら、二人はナディオスの部屋に帰った。

「腹減ったな」

　荷物を下ろすなり、ナディオスはつぶやいた。

　昼食はリアが作った簡単な物しか食べていなかったし、もう今は夕方になる。リアもお腹が空いてきた。

「食事はいつもどうしてるの？」

「食堂があるんだ。でも、お前も一緒にってわけにはいかないな……」

「立派な台所があるし、貸してもらえれば、適当に作るから大丈夫よ」

「そうか」

「あなたが食堂に行ってる間に食材を買ってきますね。あ、買ってくるね」

　自然に丁寧語になってしまうのを、リアは言い直した。

「そうか！　お前に昼飯を持ってきてもらえばいいのか！」

　突然ナディオスが大きな声を出したので、リアはびっくりする。

「お昼ご飯？」

「ちょうど昼ぐらいにネコに戻りそうだろ？　お前に昼飯を届けてもらうという名目で補給したら、自然だし、午後も持つはずだ」

「あぁ、なるほど」

　彼は明日からの職場復帰のことを考えていたらしい。

　確かに彼の立場からしたら、いつネコに戻るか、ハラハラするだろう。

「それだったら、食材費を出してくださいね！」

　リアが言うと、ナディオスはじとっとした目で彼女を見た。

「守銭奴」

「なんとでも言えばいいでしょ。私はお金を貯めたいの！」

「貯めて、どうするんだ？　って、家を買い取りたいんだったか」

「なんで知って……」

　言ったつもりのないことをナディオスが知っていたので、ギョッとして、リアは彼を見上げた。

　ナディオスは肩をすくめる。

「お前が言ってたんじゃないか」

「そんなこといつ言った？」

「ネコのときに、いろいろ言ってたじゃないか」

「ウソっ！　あれを覚えてるの？」

　ナァちゃんにあれこれ愚痴ったことを思い出して、リアは顔を赤らめた。

　誰にも言ったことがなかったのに、よりによってこのデリカシーのない男に知られてしまうとは、恥ずかしすぎる。

「ぼんやりと、な。ひとりでさみしいとか？」

「わ～、やめて！」

　ますます赤くなって、リアはナディオスの口を塞ごうとする。

　ニヤリと笑った彼はリアの手首を握り、それを防いだ。

　大して力を込めていないようだが、彼との力の差は歴然で、リアは簡単に拘束されてしまう。

　ナディオスはぐっと彼女に顔を近づけてきた。

「よかったじゃないか。もうさみしくないな。だったら金を取らなくてよくないか？」

「いいわけないでしょ！　お代をなんにももらってないわ！　払ってよ」

「はいはい。三十二銅貨だっけ？　面倒だから、食材費も合わせて、一銀貨やるよ。それで昼飯を見繕ってくれ」

　じたばたするリアをパッと放して、ナディオスは財布を出した。

　気軽に銀貨を渡されて、リアはふくれた。

　渋るわりに、彼の裕福さを感じたのだ。

（騎士団長なんだから、そりゃあ稼いでるわよね）

　なんとなくおもしろくなくて、リアはカバンを引っ掴み、食材を買いに行った。

　それぞれ食事をとって、風呂に入り、寝る段になって、二人ははたと止まった。

　寝室は一つしかない。もちろん、ベッドも。

「私はこのソファーで寝るから！」

　リビングの長椅子を指して、リアが言うと、ナディオスは眉をひそめた。

「いつまでかかるかもわからないのに、そういうわけにはいかないだろ」

「そんなこと言って、一緒に寝るわけにはいかないでしょう？」

「別に一緒に寝てもいいが。幸い、ベッドは広い」

　ナディオスがそんなことを言うから、リアはうっかり彼と寝ている姿を想像してしまう。頬が熱を持った。

　それを見て、ナディオスはニヤリと笑う。

「あぁ、お前なんかに手を出すつもりはないから、安心しろ」

「お前なんかってなによ！　私だってお断りだわ！」

　そう言い合っていたら、簡単な解決法が見つかった。

　ナディオスがネコの姿になったのだ。

「ちょうどいいわね、ナァちゃん」

　くすくす笑いながらネコを抱きあげて、リアはベッドに座った。

「ナァ～」

　ネコはちょっと不満そうにしている。

　リアはキスをされないようにネコの顔を胸に押さえ込んで、横になった。

「一緒に寝るんでしょう？　これならお互い安心だわ」

「にゃにゃあ」

　抗議するように鳴いて、彼女の腕から逃れようとしていたネコだったが、リアが背中をなでると気持ちよかったのか大人しくなって、目を細めた。

「うにゃ～ん」

「いい子ね、ナァちゃん」

　ふわふわした毛並みをなでていると、リアの表情も緩む。

　あのいちいち腹が立つ男と同じ存在とは思えない。

　朝からとんでもない出来事が続いて疲れていたリアは、心地よいぬくもりを胸に、あっという間に眠りに落ちた。






　翌朝目覚めるなり、ネコにチュッとキスをされたリアは、目の前に精悍な顔が現れて、悲鳴をあげた。

「キャー！」

　もちろん、ナディオスだ。

「うるさい」

　彼はしかめた顔を寄せ、リアの口を塞いだ。自分の口で。

　そのまま舌を入れられ、口の中を舐め回される。

（そういえば、そういう約束だった）

　朝から刺激的すぎて、心臓がばくばくする。

　キスに慣れないリアは息を止めて、それが終わるのを待った。が、長い。

「んーっ、んーっ！」

　そのうち苦しくなって、バンバンと彼の腕を叩く。

「いてーな」

　ようやく唇を離したナディオスは不機嫌そうに言った。

「はーっ、はぁっ……。息ができないのよっ！」

「そういうときは鼻から息をすればいいだろ？　あ、さては経験がないのか？」

「悪かったわね！　騎士団長様と違って遊んでないんで！」

「俺だって遊んでない！」

　碧い目をすがめ、ナディオスは怒鳴ると、勢いよく起き上がった。

　朝日に彼の引き締まった美しい身体が照らされる。

　下半身は上掛けで隠れていたものの、赤くなったリアはそっぽを向いて、文句を言った。

「早く服を着てよ！」

「言われなくても着るさ」

　クローゼットから服を取り出して、着ているような音がする。

　衣擦れが止むまで、リアは彼に背中を向けていた。

（毎回裸を見せられるのかしら？）

　世の中のたいがいの女性は眼福だと思うのかもしれないが、リアには迷惑だなという感想しかない。

　朝食をとりに食堂に行くと言うナディオスを見送って、リアは自分の食事を作った。

　食費をもらったので、ちょっと贅沢をして、今朝は卵をボイルした。

　食べている間に、ナディオスが戻ってきて、仕事に出かけると言う。

「ん……」

　唐突に彼が身をかがめ、リアにキスをした。

　舌がくるりと口内を回り、リアの舌に絡められた。

「スープの味がする」

　ナディオスが口を離して笑った。

　皮肉な笑みでなく、そうやって笑うと、鋭い眼光がやわらいで、甘い雰囲気になる。

　なにしろ顔がいいのだ。

　リアはあえて顔をしかめて言った。

「今食べてるところだもん。っていうか、気軽にキスしすぎじゃない？」

「日中にネコに変わるわけにはいかないからな」

「それはそうだけど……」

　ロマンティックな雰囲気はまったくないが、ドキドキしてしまうのが嫌だった。そんな自分を不甲斐なく思ってしまう。

　そんなリアの気持ちなど気づくはずもなく、ナディオスは念を押した。

「それより、昼にちゃんと来いよ？　昨日行った詰め所か、そこにいなかったら訓練所だ」

「訓練所の場所を知らないわ」

「そうだったな。誰かに聞けよ」

「もう適当ね！」

「時間がないんだ。仕方ないだろ？　もう行くからな」

　そう言うと、ナディオスは出かけていった。






　午前中、することがなかったリアは家から持ってきた本を読んだ。

　造薬の器材や素材などは明日運ぶよう手配してくれるらしい。

　そして、日が高くなったころ昼食を作り、自分の分は食べて、ナディオスの分はバスケットに詰めた。

　昨日買ってもらった青のワンピースに着替えると、髪を編み込む。

　ここまでしたら、多少化粧をしないとバランスが悪いので、薄く白粉を塗ったり、口紅をつけたりしてみた。

　鏡の中のオシャレした自分を見て、恥ずかしくなった。

　そこには綺麗な服を着て、うきうきとしている女の子の姿が映っていたから。

（でも、この恰好なら王宮でも浮かないわよね？）

　もう一度、自分の姿をチェックしたリアは、バスケットを持って、王宮へ向かった。

　リアは王宮の中に入り、こわごわと廊下を進んだ。

　誰かに見咎められないかとビクビクする。

　ナディオスには誰何されたら、俺の名前を出せと言われているが、本当にそれで大丈夫なのかと思う。

　でも、幸い、誰にも会わずに詰め所へと着くことができた。

　リアはノックして、扉を開く。

「あぁ、来たか」

　ナディオスは部屋の一番奥にある机の前に座っていた。休んでいた間に溜まったのか、机の上には書類が積み重なっている。

　彼の顔を見て、リアはほっとした。

　訓練所を探して、王宮をうろうろするのは嫌だったからだ。

　彼のほうへ近づいていくと、急に横から声がして、リアはビクッとした。

「へー、あんたが噂の団長の彼女さん？」

「ダンが言ってたのは本当だったんだ！　あの団長に彼女ができるとはね！」

　昨日いた団員とはまた違う二人がリアをしげしげと見ている。

　どうしていいかわからず、軽く会釈すると、視界が遮られた。

　ナディオスが彼女を片手に引き寄せ、もう片方の手で団員たちを追い払うように振っていた。

「散れ！」

　そう言って団員たちには鋭い目を向けたナディオスだったが、リアの顔を覗き込むと、表情を緩めた。

「昼飯を持ってきてくれたんだな」

　リアの腰に手を回したナディオスは今までになく甘い顔をしている。

　迂闊にもリアは見惚れた。

　彼女がぽーっとしている間に、ナディオスはリアのあごを持ち上げ、いきなり口づけてきた。

「わぁお」

「団長もやるなぁ」

　呆然としていたリアは口々にはやし立てる団員の声で我に返った。

　抗議するように、絡められた舌を軽く噛む。

「っ！」

　ナディオスは口を離した。リアはにらむ彼を引っ張って、廊下に出た。

「ちょっと！　いきなりなんなのよ！」

「仕方ないだろ？　どうせキスするんだ。ラブラブでどこでもキスをするという設定にしておけば、緊急事態のときも堂々とできる」

「できないわよ！　せめて人目につかないところでしてよ！」

　リアがカッカと怒っているのに、ナディオスは全然わかっていない顔をしている。それどころか、にやっと笑って言った。

「なんだ、照れてるのか？」

「そういうことじゃないわ！　本当にデリカシーのない男ね！」

「デリカシーがなくて結構だ」

　不機嫌に顔をしかめたナディオスはリアの後頭部をつかみ、またキスをした。

（だから、こんなところで止めてよ！）

　誰かに見られるのではないかと気が気でないリアに対して、ナディオスは平然と彼女の口の中を念入りに舐め回す。

　口が解放されたとき、リアは彼をにらんだが、潤んだ瞳で上気した頬の彼女はむしろかわいらしかった。

　ナディオスは思わずというように、彼女の唇に触れ、その輪郭をたどった。

「もうっ！」

　リアはその手を振り払い、彼にバスケットを押しつけると、足音高く帰っていった。

　それから、毎日昼食を届けに行ったが、何度言っても、ナディオスは場所をわきまえずキスするのを止めてくれない。

　口を開けば腹が立つ男だが、好みの顔に毎日何度も口づけられるのだ。妙な感情が生まれてきてしまいそうになる。そんな気持ちを持ってもむなしいだけなのに。

　しかも、彼は人前でキスするときには、とびきり甘い表情をする。演技だとわかっていても、そのたびにリアの胸は高鳴ってしまった。

　自分だけが翻弄されているようで、おもしろくない。

（こんな生活早く終わらせないと！）

　リアは焦るような気持ちになった。

　ナディオスのほうでも犯人を調べているようだが、リアもネコ化の解毒薬は作れないか調べてみることにした。

　正反対の存在に姿を変える魔草の話を聞いたことがあったから、まずはその魔草を調べてみようと思った。

「それは助かるな」

　ナディオスに言うと、めずらしく彼は破顔して、リアの頭をなでた。

（不意打ちの笑顔も止めてほしい）

　リアはその手を振り払い、跳ねた心臓を抑えるように胸に手を当てた。

　彼の距離感はやたらと近い。

　ナァちゃんになっている間の感覚に慣れてしまったというが、無駄にときめいて迷惑だ。

　そういうリアのほうも、ナァちゃんを抱きしめ、頬を擦り寄せ、かわいがるので、人の姿に戻った彼に『たいがいにしろよ』と抗議されているのだが。

　なでた手をはねられて、ナディオスは顔をしかめる。

「なんだよ、かわいくないな」

「かわいくなくて、結構です！」

　リアもしかめっ面で答えた。

　そんなやり取りのあと、ナディオスはリアが王宮図書館を使えるように手配してくれた。

　初めて王宮図書館に足を踏み入れたとき、リアはその壮大さに感動した。

　入口の扉からして細かい彫刻の施された重厚なものだったが、それを開けると、見渡す限り書架が続き、数えきれないほどの本が並んでいた。リアも師匠の蔵書を受け継いだので、個人では本を持っているほうだったが、当然とてもその比ではない。

　この本をどれでも読んでいいとはなんて贅沢なんだろうと胸躍った。

　リアはナディオスに昼食を届けたあと、図書館に入り浸っては魔草の記述を片っ端から調べてみた。しかし、見つからない。

（師匠に聞いたんだったかなぁ）

　これ以上探していても時間がかかりすぎるので、彼女は方向性を変えることにした。

「とりあえず解毒薬を作ってみよう」

　今度は解毒薬や解呪薬を調べ、いろいろ作ってはナディオスに飲ませた。

　しかし、いっこうに効かない。

「今ならどんな毒にも対抗できそうな気がするな」

　がっかりするリアの頭を、ナディオスは笑って、ポンポン叩いた。

「今度こそ！」

　新たな解呪薬のレシピを発見して、リアは意気込んだものの、その素材の中には市場に出回っていないものがあった。

（でも、これなら、いつもの森の奥にあるはず）

　師匠から素材採取できる場所の知識も引き継いでいたリアは自ら採りにいくことにした。

　普段は昼食を届けに行かないといけないので、ナディオスの休日にその日を充てた。

「俺も行く」

　リアが準備していると、ナディオスが声をかけてきた。

「せっかくの休みなのに？」

「俺のことで行くんだろ？　俺が行かなくてどうする？　それに森の奥は危険だ」

　当然の対応だとナディオスは言う。

　いつもえらそうだが、こういうところが一本筋の通った騎士の精神を感じる。

　今までもリアは一人で採取に出かけていたが、森の浅いところしか入っていない。

　しかし、今回の素材は森の深いところへ行かなければ採れないので、少し不安だった。

　本当はほっとしたくせに、リアはつい憎まれ口をきいてしまう。

「しょうがないわね。足手まといにならないでよ？」

「誰に向かって言ってるんだ。お前こそお荷物になって俺に運ばれることになるなよ？」

　ナディオスは口を曲げて、不敵に笑った。






　森の中の採取はリアが慣れていることもあって、順調だった。

　荷物持ちがいることで、いつも使う薬草などの素材も大量に採ることができて、リアの顔に笑みが浮かぶ。

　でも、肝心の探している薬草は見つからない。

（ナディオスもいるし、もう少し奥に行こう）

　リアはどんどん森の奥に進んでいった。

「待て！」

　いきなりリアは後ろに強く手を引かれて、倒れそうになった。

「ちょっと、なに……っ！」

　文句を言おうとした矢先、さっきまでリアがいたところに銀色の光が走ったように見えた。

　すぐにナディオスの後ろに隠される。

「魔獣!?」

　一瞬見えたそれは長い牙の生えた大型の魔獣だった。

　いつの間にかリアに忍び寄り、鋭い爪で攻撃してきたのだ。

　スラリと剣を抜いたナディオスは魔獣をにらみつける。

　その姿は普段の様子とはまったく違って、闘志のようなものが立ち上がり、見ているだけで縮み上がるような迫力があった。

「後ろに下がってろ！」

　彼は振り返らず、リアに言った。

　その言葉で思考停止していたことに気づいたリアは、そろそろと後ずさりした。

　それを追うかのように魔獣が飛びかかってくる。

　慌てることなく、ナディオスが斬り伏せる。

　一撃だった。

　リアはただ魔獣が崩れ落ちるのを見ていた。

　あんなに大きな魔獣をあっさり倒してしまうナディオスの力量に目を見張る。

「大丈夫か？」

　魔獣が事切れているのを確認して、ナディオスは振り向いた。

　初めて魔獣に襲われたリアは、頭が真っ白になっていた。

　コクコクとうなずくものの、脚が震えて動けない。

　その様子を見て、ナディオスがぽんぽんと彼女の頭を叩いて口角を上げた。

「なんだ、俺の雄姿に見惚れているのか？」

「なっ、そんなわけないでしょ！」

　かぁっと頬が熱くなって、リアは思いっきり否定した。

　その勢いで動けるようになり、頭の上の手を振り払う。

「もう、気安く頭に触らないでよ！」

「はいはい。運動したら、疲れたな。休憩するか」

　少しも疲れていない顔で、ナディオスが言った。

　二人は少し場所を移して、倒木に腰かけた。

「ほら、飲め」

　ナディオスは背負っていた袋から水筒を出して、リアに差し出した。

「ありがとう」

　素直に受け取った彼女の手がまだ震えていたことに気づいていただろうが、ナディオスは指摘しなかった。

　彼がくれたのは甘酸っぱい果実汁で、こくりと飲むと、身体に染み渡る気がする。

　リアはふぅと息を吐き出して、自分が落ち着いてきたことを感じた。

　ナディオスは空を仰いで、なにも言わない。

　ただ、なにげなく周囲を警戒しているのは見て取れた。

（やっぱりこうしてると騎士団長なんだよね）

　くやしいけど、ちょっとかっこいいと思ってしまう。

　しばらく休んでいると、ぽつりとナディオスが言った。

「お前、こんな危険なところを一人でうろうろしてたのか？」

「一人暮らしなんだから、一人で行くしかないでしょう？」

「誰かと連れ立っていくとか、護衛を雇うとかあるだろう」

「知り合いはいないし、護衛を雇うお金なんてないもの」

「そうか」

　淡々と告げるリアに、ナディオスはうなずいた。

「でも、普段はこんな奥には来ないから」

　なんとなく心配されている気がして、リアは補足した。

「だけど、俺が行くって言わなかったら、どうするつもりだったんだ？」

　問われて、リアは黙り込んだ。

　行き慣れている森だから、ちょっとぐらい奥に行ってもなんとかなると安易に思っていたのだ。

　魔獣なんて、話で聞いたことがあるだけで、声の一つも聞いたことがない。

　本当に出るとは思わなかった。

　自分の迂闊さに唇を噛む。

　雰囲気で察したナディオスはにやりと笑った。

「俺がいて、よかったな」

　実際はその通りだが、素直に認めたくなくて、リアは立ち上がった。

「日が暮れる前に素材を探さないと」

「そうだな」

　それからは魔獣が現れることもなく、探していた薬草も無事に見つかり、二人は帰途についた。

「あー、疲れた」

　夜になり、リアはベッドにごろんと転がって、ナァちゃんを抱きしめた。

　久しぶりに一日中歩いて、足が痛かった。

「ナァ～」

　ネコは彼女を労わるように、顔をすりつけてくる。

　そのふわふわの毛並みを味わいながら、リアは思った。

（ナァちゃんのときはこんなにかわいいのに）

　リアは未だにナァちゃんとナディオスが同一の存在だと認識できていなかった。

　ナディオスのほうも、ネコになっているときは意識はあるが、本能に忠実になり、思考が鈍るそうだ。

　だから、ネコのときは本能の赴くままにリアに甘えてしまう。そして、人間の姿に戻ってからそれを思い出し、身悶えているようだ。

　ネコから人間に戻ったときが一番ナディオスの機嫌が悪いのも、そのためだった。ぶっきらぼうにされて、リアもつい言い返し、朝から喧嘩になることも多い。

（喧嘩したいわけじゃないのに）

　一緒に過ごすうちに、デリカシーがなくて威張っているだけじゃないことがわかってきた。

　森の中でのときみたいにさりげなく気を使ってくれる優しさもある。

「はぁ」

　それはそれで生まれる悩みもあって、リアはナァちゃんの毛皮に顔をうずめ、溜め息をついた。

　ナァちゃんは温かい。

　リアはその姿勢のまま、スーッと眠りに落ちていった。

「ん、あん、ナァちゃん、くすぐったい……」

　朝方、リアは胸にすりすりされたり、揉まれたりしている感触に目を覚ました。

（ん？　揉まれてる!?）

　慌てて目を開けると、ナディオスが彼女の胸の谷間に顔を押しつけ、大きな手が乳房を覆って、もみもみと動いていた。でも、彼の目は閉じられ、口もとには笑みが浮かんでいる。

「ちょ、ちょっと、ナディオス！」

　寝ている間にキスしてしまったのか、彼は人間の姿に戻っていた。

　ナディオスは夢でも見ているようで、目を閉じたまま、容赦なくリアを愛撫してくる。

　胸を揉むだけでなく、乳首を摘ままれた。

「あっ、やっ、だめっ」

　ぞわぞわとした快感が湧き起こり、初めての感覚にリアは息があがる。

　彼を揺り動かして、起こそうとするものの、いっこうに目覚める気配はない。

　それどころか、片腕を彼女の腰に巻きつけ、腰を押しつけてくる。

　熱く硬いものが下腹部に当たり、リアは瞬時に赤くなった。

「起きて、ナディオス！」

　手を突っ張って、どうにか彼から離れようとするが、逃がさないとばかりに、彼はリアのお尻をつかんで引き寄せ、秘部同士を擦り合わせる。

　胸への愛撫と秘部への刺激で、リアは変な気分になってきた。

　そこを擦られると気持ちいいのだ。

　くちゃくちゃと濡れた音が響き出す。

（こんなのダメっ！）

　そう思ったリアは、彼の鼻を力一杯つまんだ。

「もう、ナディオスってば！」

「んぅっ！」

　苦しげな声を出して、ようやくナディオスが目を開いた。

　碧い瞳が不機嫌にリアを見る。

「いってーな」

「痛いじゃないわよ！　いい加減、放して！」

　彼はまだリアの胸とお尻を掴んでいた。

　それに気づくと、ナディオスはパッと手を離して、視線を逸らす。

　リアの寝巻は彼に乱されて、胸が半分見えていたのだ。

「わ、悪かった……」

　めずらしく素直に謝ったナディオスは起き上がった。

　動揺しているようで、ベッドから転げ落ちそうになる。

　ささっと服の乱れを直したリアは文句を言おうと口を開いたとき――。

　彼の姿が消えた。

「あー！　このタイミングでナァちゃんになるのはずるいわ！」

　リアは白い毛玉になったナディオスを抱きあげた。ナァちゃんになられると怒るに怒れない。彼女は碧い瞳を不満そうに見つめた。

「ナァ～」

　ネコは申し訳なさそうに鳴いた。

　耳が垂れて、上目遣いでリアを見る。

「あぁー、もう、かわいいから許す！」

　リアはナァちゃんを抱きしめて、二度寝することにした。

　すごい速さで打ちつける胸の鼓動を無視して。

「うにゃ！」

　ネコはじたばた暴れたが、しばらくするとあきらめたように大人しくなった。

　リアは先ほどのことをどう考えていいかわからず、無理やり目を閉じた。

（嫌じゃなかった……。じゃない！　そういうことじゃないわ！）

　そう考えて、自分で否定する。

　でも、この腕の中のぬくもりを離したくなかった。






　いつもの時間にふたたび目覚めたリアは、早速ネコにキスされた。

　整った顔と見つめ合う。

「お前、警戒心なさすぎじゃないか？」

「なにが？」

「襲われかけたのに、俺を抱いて寝るなんて」

「だって、ナァちゃんだし」

　リアはそっけなく答える。

　憮然としたナディオスは髪を掻き上げ、にらんだ。

「それも俺だ」

「そうなのよね……。ナァちゃんがかわいすぎるから、つい忘れがちになるけど」

　はぁと溜め息まじりにリアが言うと、ナディオスはじとりとした目を向けた。

「お前、前々から思っていたが、俺がネコのほうがいいと思ってるだろ？」

「べ、別にそんなことは……」

　図星を指されてリアは慌てた。

　ナァちゃんがただのネコだったら、こんなに悩まなくてもよかったのにとは思う。

　ナディオスは目をすがめた。

「ったく、モテモテの俺様に惹かれないとはお子様だな」

「言うほどモテてないじゃない。恋人もいないし、さっきのも欲求不満なんじゃない？」

　ナディオスの言葉にムッとして、リアは嫌味のように言う。すると、赤い顔で彼は大きな声を出しかけて、いったん止まり、ぼそりとつぶやいた。

「あれは！　……そりゃ、欲求不満にもなるだろう」

「え、なに？」

「なんでもない！　あれは寝ぼけたんだ！　それに女はめんどくさいから作ってないだけだし」

「めんどくさい？」

「うるさいし、よけいな世話を焼くし、しつこいし」

　嫌な思い出でもあるのか、ナディオスは顔をしかめて言った。

「女嫌いっていう噂は本当なのね」

「まぁな」

「ふぅ～ん」

　私も女だけど、とおもしろくない気持ちでリアはうなずいた。

　そこで、時間切れになったのか、ナディオスはネコになった。

　ちょうど彼の顔を見つめていたリアは変化する瞬間に、彼の碧い瞳が金色に光って、瞳孔が縦に伸びたのを見た。

　すぐにネコは飛び上がってリアの唇を舐め、ナディオスに戻る。

　彼はそのままリアの顔を引き寄せ、深いキスをした。

　自分の口の中で動き回る舌にどうも慣れない。

　それどころか、リアはさっき身体を愛撫されたのを思い出してしまい、かっと顔が熱くなった。

　唇を離したあとも、なぜかナディオスは鼻が触れそうな距離でじっとリアを見つめるから、彼女の顔はさらにほてった。

　視線を逸らしながら、リアは言った。

「あなたがナァちゃんに戻る兆候がわかったわ」

「戻るんじゃない！　ネコになるんだ！　ん？　兆候？」

　不機嫌そうに怒鳴ったナディオスだったが、彼女の言葉を捕らえて、首を傾げた。

　リアは最初の出会いがナァちゃんだったから、ついネコが元の姿のような気になってしまう。

（それはさすがに失礼だったわ）

　少し反省しつつ、リアは説明した。

「ネコの姿になる前に、あなたの瞳が金色に光って、ネコの瞳孔みたいになったのよ。前も金色になった気がしてたけど、今確信が持てたわ」

「そうなのか？」

「うん。これからは一緒にいるときは、あなたの瞳に気をつけておくことにするわね」

「それは助かるな。今度、式典があるんだ。いつもとスケジュールが変わるから、お前に待機してもらわないといけない。そのときは頼む。相変わらず、犯人もわからないしな」

　結局、ナディオスの休暇届は誰が書いたものかわからず、詰め所の机にいつの間にか置かれていたらしい。人の出入りが多いので、誰がそこに置いたのかもわからなかった。

「もっとなにか仕掛けてきてくれたら、こちらもやりようがあるんだが」

　苦い顔でナディオスがつぶやいた。

　この生活がまだまだ続きそうだと、リアはそっと溜め息をついた。

















第三章












　ナディオスが言っていた式典とは、国王在位二十周年記念の街頭パレードのことだった。

　彼は国を守る騎士団長として、パレードに参加する。

　正装用の白い騎士服を着て、勲章を胸に光らせたナディオスは凛々しく、リアはつい見惚れてしまった。

「ほら、行くぞ。その前に念のため、もう一回しとくか……」

　戸口でナディオスはリアに深いキスをする。

　少しでもネコになる時間を伸ばすために、彼女の唾液をより多く摂取しようと唇に吸いついた。

　未だに息継ぎがうまくないリアは息があがってしまう。

「はぁっ……」

　口が離されて、息をついたリアの唇をナディオスが指で拭う。

　その瞳は楽しそうにきらめき、口角が上がっていた。

「もう行くんでしょ？」

　自分だけドキドキしているようで腹立たしくなったリアは、彼に背を向けると外に出た。

　今日はリアも正装していて、ナディオスの瞳のように青い地に水色のフリルのついたドレスを着ていた。

　なにかあったときのためとナディオスが主張して、前に行った仕立て屋で作ってもらったものだ。

　化粧もバッチリしている。

　ちなみに化粧品もナディオスが買ってくれたものだった。

（せっかくの口紅が落ちちゃったかも）

　あとに続いて出てきたナディオスを見ると、口もとが赤い。

「口紅つけて、パレードに出るつもり？」

　くすっと笑って、リアは手を伸ばし、それを拭ってやった。

　そう言われたナディオスは慌てて自分の手でもごしごし擦った。

　パレードは昼からだったが、王宮に着くとすぐ、ナディオスはその準備で忙しく動き回った。

　リアは関係者として、詰め所で待機していた。でも、昼近くなってもナディオスが戻ってこないのでやきもきする。

（そろそろ補給しないとまずい時間じゃないかしら？）

　探しに行ってみようと思い、ちょうど詰め所に入ってきた団員に尋ねてみる。

「ナディオスがどこにいるか、わかりますか？」

「今、正門の辺りで隊列のチェックをしています。今になって魔術師団と順番を入れ替えるとかいう話が出て揉めてるみたいで……」

「ありがとうございます」

　リアは急いでそちらへ行った。

　正門前にはずらりと整列した騎士たちとマントをつけた魔術師らしき軍団がいる。

　その周りを観覧に来た貴族や令嬢が取り囲んでおり、正門の外からは一般市民が覗いていた。

（こんな大勢の中でネコになったら大変だわ！）

　焦ったリアはナディオスの姿を探した。

　そして、正門の近くで女性騎士と談笑しているナディオスを発見する。

（そんなのん気に笑ってる場合じゃないでしょ！）

　ムカッとして、リアはずんずん近づいた。

「ちょっと、ナディオス！」

　呼びかけ、彼が振り向いた瞬間、瞳が金色に光るのが見えた。

（まずいわ！）

　リアは飛びつくようにナディオスの頭を引き寄せ、キスをした。
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　彼は驚いたようだったが、すぐリアの意図を悟り、舌を絡める。

　たっぷりキスをしたあと、口を離すと、あきれたような顔の女性騎士が目に入る。

「ずいぶん情熱的な彼女ね」

　嫌味っぽく彼女が言う。ナディオスは笑って、リアの腰を抱いた。

「ハハッ。どうやらお前に嫉妬したらしいな。愛されてるだろ？」

　堂々とそんなことを言い、甘い瞳でリアを見た。そして、彼女のあごをすくうと、ついばむだけのキスをする。

（愛してるわけないのに……）

　彼も本気で言っているわけではないと知ってはいても、リアの頬は赤らんでしまう。

「まさか、あなたのそんな顔を見る日が来るとはね」

　肩をすくめた女性騎士はそうつぶやいて去っていった。

「ちょっと、誰が嫉妬してるのよ！」

　プンプン怒ったリアは彼の袖を引き、ささやく。

「仕方ないだろ！　状況的にそうでも言わないと収まらなかったんだから」

　ナディオスも小さな声で反論した。

「だが、助かった」

　付け加えられた言葉に、さらに反論しようとしたリアの勢いが削がれた。

「ん、もう」

　拗ねたような顔のリアの頭をナディオスがなでる。

　傍から見たら、嫉妬した彼女をなだめているように見えただろう。

「いい子だから、大人しく待っててくれ」

　皆に聞かせるように、甘ったるい声でナディオスが言う。

　その扱いに不満はあるものの、リアの役目は終わったので、彼女はしぶしぶうなずいて、詰め所へ戻った。

　ひそひそ声や好奇の目に耐えながら。






　パレードは無事行われた。

　団員に案内されて、特等席でそれを見ていたリアは、騎士団を指揮するナディオスの雄姿に溜め息をついた。

　普段遠慮なく言い合いをしているが、本来なら口も利けないほどの身分差があることを改めて感じたのだ。

　一足先にナディオスの部屋に帰ったリアはソファーでぼんやりする。

（なにショックを受けてるのかしら、私は）

　ナディオスが遠い存在だとしても、リアにはなんの問題もないはずだった。

　不可解な心を持て余して、リアは首を振った。

「解毒薬でも作ろっと」

　すべてはナディオスのネコ化が治れば解決することだと、リアは新たに仕入れたレシピで解毒薬を作ることにした。

「ただいま」

「おかえりなさい」

　ナディオスが帰宅したのは、リアが新しい解毒薬を抽出しているときだった。

「なんだ、もう着替えたのか」

「あんな動きにくい恰好をいつまでもしてられないわよ」

「ちょっとは見れる姿だったのにな」

　ナディオスの言い方にカチンときて、リアは言う。

「普段はみすぼらしくて、すみませんね！」

「そんなことは言ってないだろ！」

　彼も不機嫌に返した。でも、すぐ表情をやわらげて聞いてくる。

「それより、俺のかっこいい姿をしっかりと目に焼き付けたか？」

「自分で言う？」

　腹を立てていたのに、あまりに自信満々な彼に、おかしくなったリアは噴き出した。

　彼は案外子どもっぽい。

　外ではあんなに立派な騎士団長が、わざわざリアの賛辞を求めてくる様子にもおかしみを感じる。

「事実だろ」

　大真面目な顔で尚も言い募る彼にリアは笑って答えた。

「はいはい。かっこよかったです」

「なんだ、そのやる気のない答えは！」

　不満げなナディオスだったが、気を取り直して、告げる。

「これから王宮で祝宴がある。遅くなると思うから、先に休んでいてくれ」

「わかったわ。タイムリミットに気をつけてね」

「あぁ、だから、今帰ってきたんだ」

　そう言ったナディオスはリアのあごを持ち上げ、キスをした。

　すぐに舌が入ってくる。

　リアの口の中を探ってくる舌は、回数を重ねるたびに甘くなってきて、蕩けそうになる。

　誤解しそうになるたびリアはこう思う。

（今日も十五銅貨稼げたわ。そう、私たちはお金の関係。それ以上でもそれ以下でもない）

　実際、ナディオスのおかげで薬師をやっている倍のペースでお金が貯まっていた。

　家を買い取る日もその分近づいたはずだと自分をなだめる。

「じゃあ、行ってくる」

「いってらっしゃい」

　こんな挨拶もナディオスのネコ化が治れば、なくなるんだなと思うと、リアの心に隙間風が吹いた。






　あくる日、ナディオスの姉たちが押し掛けてきた。パレードの翌日ということでナディオスが休みだったので、二人とものんびりしていたところだった。

　ナディオスに似て、きつめだけど美人な二人は入ってくるなり、まくしたてた。

「聞いたわよ～。とうとう彼女ができたって。早く言ってくれないと！　って、もしかして同棲してる？　ようやく身を固めることにしたの？」

「かわいらしい子じゃない！　ね、どこで知り合ったの？　この子、全然気が利かないでしょ？」

「そうなのよ！　いつも無愛想で。よく付き合う気になったわね」

「あ、でも、優しいところもあるから、見捨てないでやってね！」

　玄関で彼女たちを出迎えたリアは矢継ぎ早の言葉の奔流に圧倒される。

　どうやら式典の際、リアがナディオスにキスしたところを大勢が見ていて、二人の噂が一気に拡散されたらしい。

「姉さんたち、落ち着いてくれ。リアがびっくりしてるだろ」

　頭痛がするというように額に手をやったナディオスが姉をたしなめる。

　そんな言葉ではまったくトーンダウンすることなく、姉たちはまた質問攻めを再開した。

「あら、それはごめんなさい。リアちゃんって言うの？　ナディオスはどう？」

「私たち心配してたのよ。いい年して、女っけ一つないし。リアちゃんが見つかってよかったわ。ねぇ、ナディオスのどこを好きになったの？」

（お金で繋がってるだけの関係なんだけどね）

　ぐいぐいと迫ってくる彼女たちに、リアは引きつった笑みを浮かべることしかできない。

　中に入ってもらって、お茶を出してからも同じだった。

　質問する割に、リアはほとんど答える暇もなく、姉たちが一方的にしゃべっていて、ナディオスの情報だけが入ってきた。

　小さい頃は怖がりだったこと、武術を習い始めたらメキメキと頭角を現して、騎士見習いに取りたてられたこと、実は甘いものが好きだけど、男らしくないと隠していること。

「……だからね、うちは貴族でもなんでもないから、安心して嫁いできてね」

「私たちはとっくに結婚して家を出てるから、うるさい小姑はいないし」

「うるさいって自覚はあるんだな」

　疲れたようにナディオスが言うと、その倍以上の答えが返ってきた。

「なに言ってるの！　リアちゃんにあなたのことをアピールしてあげてるんじゃない！」

「そうよ！　どうせ、自分のこと、なんにも言ってないでしょう？　あなたはいつも言葉が足りないのよ！　よけいなことは言うくせに。それこそ自覚あるの？」

　実際に、一緒に暮らし始めてしばらく経つが、リアは彼についてたいしてなにも知らないことに気づいた。

　でも、姉にたじたじになっているナディオスを見るのは新鮮でおもしろかった。

　さんざんしゃべりまくった姉たちが帰ったあと、ナディオスはぐったりしていた。

　リアも気疲れして、溜め息を漏らす。

「……な？　だから、女はめんどくさいんだよ。一人でいるほうがましだ」

　しみじみと言うナディオスに苦笑してうなずいた。

　あの姉に囲まれて育つとそうなるかと、リアも同情する。

　彼が女嫌いになった原因がわかった。

（でも、私だって女なんだけどなぁ。ナディオスにとって私は女じゃないのね。別に女だと意識してほしいわけじゃないからいいけど）

　リアは自分が不機嫌になっているのを不可解に思いながら、そっと息を吐いた。






　姉たちだけでなく、式典でのことは思いがけないことに波及した。

　リアがいつものようにナディオスに昼食を届けようと詰め所の前に来たとき、廊下である団員に声をかけられた。

　名前は憶えていないが顔見知りの団員だ。

「団長のことで、ちょっとご相談があるんです」

　騎士団員の割に気弱そうな彼は深刻な顔で言ってきた。

「ナディオスに口を利くなんてできないですよ？」

「そういうことではありません。彼女さんにしかできないことなんです。話だけでも聞いてもらえませんか？」

　それならよりいっそうお門違いだと思ったものの、話ぐらいならとうなずく。彼に誘導されて、少し離れた部屋の前に来た。

　詰め所からそれほど離れていない部屋なので、なんの警戒もしていなかったリアだったが、入ったとたん、後ろから手が伸びてきて、彼女の口を塞いだ。

　なにかの薬をしみこませた布を当てられている。

　ツンとした匂いを迂闊に吸い込んだ瞬間、それが濃度の濃い睡眠薬だと気づいた。

　でも、すでに遅く、リアの意識は急速に失われていく。

「すみません……」

　本当に申し訳なさそうにつぶやいた声が聞こえた。






　次にリアが覚醒したときには、後ろ手に縛られ、床に転がされていた。

　場所が変わっていて、備品が置いてあるどこか倉庫のような部屋だった。

　目の前にはイスに座った男がいて、彼女を見下ろしている。

　しかし、その顔は魔法で阻害され、見えなかった。

　ローブを羽織っているところを見ると、魔術師なのかもしれない。

「目が覚めたようですね」

　少し高めの声で男が言った。

「あなた、誰？　私をどうしようというの？」

　彼をにらみつけて、リアが問う。

　しかし、男はそれに答えず、違う言葉を返した。

「せっかくナディオスを失職させてやろうと思ったのに、なぜか戻ってくるし、大衆の前でネコになって恥をかくかと期待していたのにネコにならないし。なぜかと思っていたら、あなたがいたからなんですね。邪魔するなんて、悪い子ですね。でも、変身が解けるということは、あなたはまだ処女なんですか？」

　丁寧な口調がかえって不気味だ。

　情報量が多く、リアはどこから突っ込んでいいのかわからず、とりあえず一番気になったことから聞いた。

「あなたがナディオスをネコにしたの？　どうして？」

「ふふふ。それはあの男が私に恥をかかせたからですよ」

　嫌な笑いを漏らして、男は言う。

　彼は聞いてほしくてたまらないといった様子で、一方的に話し出した。

「あれは前回の遠征のときでした。私にとって、記念すべき初の遠征だったのです。初めてなので、まごついても仕方ないと思うのですよ。それをあの男は！」

　話している間に興奮してきたようで、うわずった声で力説する。

　自己弁護が多い彼の話はわかりにくかったが、要はこうだった。

　魔物討伐の遠征のとき、初めて魔物に対峙した彼が固まっているところをナディオスに「怖気づくくらいなら帰れ」と言われ、同僚の失笑を買った。腹いせに攻撃魔法をナディオスに当てようとしたのをあっさりかわされ、謹慎処分を受けたそうだ。

　至極当たり前の処分である。

　でも、彼は上位貴族の令息だったので、すぐ復帰した。

　せっかく復帰できたのだから、真面目に働けばよいものを逆恨みして、ナディオスに恥をかかせる機会を窺っていたというわけだ。

　ここまで話してしまうと、せっかく顔を隠していても、身元が特定できてしまうのに、彼はお構いなしにべらべらしゃべった。

「そんなことでナディオスをネコにしたの？」

「そんなことではないでしょう！　あいつは私の尊厳を傷つけたのです。相応の報いを受けねば！　それで伝統ある我が家に伝わる魔法薬を彼に盛ったのです。正反対の存在になるという薬をね。弱くなるとは思っていましたが、まさかネコになるとは。ふふふ……」

　しゃべっている間に機嫌がよくなってきた男は笑った。

「ネコの間に嬲なぶり殺してやろうと思っていたのに、逃げられたんですよね。残念です」

（殺す？）

　平静な声で邪悪なことを言われ、リアは身震いした。

（この人、おかしいわ！）

　会話している相手がまともじゃないことに気づいて、リアは恐怖を覚えた。

　こんなことをしでかす犯人がまともなわけがないが、考え方がそもそも相容れない。

「フーリオは全然役に立たないし」

「フーリオ？」

「あいつの部下ですよ。あなたをここに連れてきた。うちのメイドの兄らしくて、ちょうどいいから魔法薬をナディオスの食事に混ぜさせたのです」

　自己顕示欲が強そうな男は問えばとめどもなくしゃべってくれる。

　リアは時間稼ぎと情報収集に努めようと、あれこれ質問することにした。

「さっき私が処女かどうか聞いたけど、なにか関係あるんですか？」

「処女のキスじゃないと意味がないんですよ」

「意味がない？」

「相性のいい異性のキスで元の姿に戻る。しかし、その相手は性行為をしたことがない者に限る。あの薬にはそんな条件があるんです」

　男はそこでいったん言葉を切った。

　顔は魔法で阻害され見えないのに、男がにんまりと口を歪めて笑ったのを感じた。

　リアはぞっとする。

「それにね。その相手の破瓜の血で完全に薬の効果は切れる。つまり、ナディオスのネコ化を解けるあなたは危険なんですよ」

　嫌な予感がして、両手足を縛られたリアは身体をひねって、彼から距離を取ろうとする。

　男は嘲笑しながら、近寄ってきた。

「手を出しもしないで、大切にしている自分の女がぐちゃぐちゃに犯されているのを見たら、あいつはどう思うでしょうね」

　リアのあごを掴んで男は嗤う。

（違う！　ナディオスの女じゃないし！）

　恐怖に声も出せないリアはぶんぶん首を振って否定するが、当然、男には伝わらない。

　彼はリアのワンピースのボタンを外し始める。

「私は乱暴なことが嫌いなんです。優しく抱いてあげましょう」

　いけしゃあしゃあとそんなことを言い、男はリアの胸当てを引き下ろした。

「イヤーーッ！」

　胸が露出して、掴まれる。

　さらにスカートをまくられて、下着も下ろされそうになり、リアは両足で男を蹴った。

「このっ！」

　バンッと引き倒されて、床で頭を打つ。くらくらして、身体に力が入らなくなった。

　脚を抱え上げられて、下着をずらされる。脚を縛られているので、腿の辺りでショーツが止まって、よりいっそうリアの動きを妨げる。

　秘部に触れられ、嫌悪感が募った。

「いやっ、止めて！」

「あいつに教えてやってくださいよ。薬の効果を消す方法を。あなたを失ったら、相性がいい相手を見つけるまで処女っぽい相手にキスをしまくるしかない。うまく見つかりますかねぇ。見つからなければ、ネコのままだ。騎士団長は続けられないですね。かわいそうに」

　愉快だと楽しげに笑う男に、リアは言葉が見つからなかった。

（そんな……）

　そして、茫然としているリアを男は愛撫し始めた。

　胸を揉み、脚を持ち上げて、秘部を弄る。

　でも、リアはひたすら気持ち悪いだけだった。身をひねって、どうにか抵抗しようとする。

　いっこうに濡れないことに焦れた男は指に唾液をつけて、リアの膣に挿入した。

「痛ッ」

　無理やりの行為に悲鳴をあげる。

「本当に処女のようですね。早く破瓜をしてしまいましょう」

　暴れるリアの脚を押さえつけて、男は指を抜き差ししながら、花芽をいじる。

「イヤッ！　イヤーーッ！　誰か、助けて！　ナディオス！」

　リアは脳裏に思い浮かんだ彼の名を呼んだ。
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「あのー、団長」

　ナディオスが詰め所で書類仕事をしていると、おそるおそるというようにフーリオが話しかけてきた。

「なんだ。後にしろ」

　めんどくさい書類の処理にてこずり、眉間にしわを寄せていたナディオスは冷たくあしらう。

「でも……」

　通常なら、その一言で引き下がるフーリオがなぜか彼の前でもじもじとしている。

　気になったナディオスは顔を上げた。

「急ぎの用か？」

「えっと、あの、彼女さん、遅いですね」

　それを聞いたナディオスは顔をしかめた。雑談している余裕はないのだ。

　だが、言われてみれば確かに、いつもリアが来ている時間は過ぎていた。

「お前には関係ないだろ」

「そ、そうなんですが、ちょっと気になって……」

「なにがだ？」

　要領を得ないフーリオにナディオスはイライラする。

　早くリアが来ないと、ネコになってしまうかもしれないという焦りも出てきた。

「最近、彼女さんは妬まれているようなので、トラブルに巻き込まれていないといいなと思って」

「なに!?　そうなのか!?」

　そう言いつつ、自分でも思い当る節はあった。

　リアに言ったとおり、彼はモテる。今まで、数多くの令嬢を袖にしてきた。

　女になんか興味はないとしてきたのに、ぽっと出のリアにナディオスがかっさらわれたとなると、おもしろくなく思う令嬢もいるかもしれない。それが過激な手段に出たとしたら……。

　そこまで考えて、ナディオスはじっとしていられず、立ち上がった。

「ちょっと出てくる」

　急ぎ足で詰め所を出ると、自室に戻ってみる。

　途中でリアに出くわすかと期待したが、そんなこともなく、彼の部屋も空だった。

「リア！　いないのか？」

　念のため、部屋の中を見て回るが、リアはいない。

　いつも昼食を入れて持ってくるバスケットもないので、リアはここを出たあとのようだ。

「リア、どこだ！」

　激しい焦燥感に襲われて、ナディオスは叫んだ。

（彼女になにかあったら……）

　リアの身がひたすら心配だった。

　そこで、急に彼の視点が低くなり、自分がネコになったことに気づいた。

（くそっ、こんなタイミングで！）

　ネコになると複雑なことが考えられなくなる。

　ただ、リアを探さなくてはという思考だけは保つことができた。

（そうか、リアがいなくては、俺は人間に戻れないんだな）

　自分の服から抜け出したナディオスはネコの姿で部屋を出た。

　やはり王宮のほうだろうと飛び跳ねるように入っていく。

（リアはどこだ？）

　キョロキョロするうちに、ふっと空気中に彼女の匂いが漂っていることに気づいた。

　ネコの嗅覚は人間より何倍も優れているので、リアの匂いが嗅ぎわけられるのだ。

　ナディオスはリアの匂いを辿っていった。

　詰め所の前まで来て、その先の部屋に向かっている。

　扉に体当たりすると隙間が開いて、部屋に入ることができた。

　そこには昼食の入ったバスケットが転がっていた。しかし、リアの姿はない。

　匂いを嗅ぐと、そこからまた別の場所に向かっているようだった。

　今度は少し離れた倉庫のような部屋だった。

　同じように体当たりをするが、今度は鍵がかかっているのか、扉は開かない。

　閉ざされたドアの向こうで、「いやっ……！　止めてっ！」とリアの泣き叫ぶ声が聞こえる。

「誰か助けて！　ナディオス！」

（リア！）

　自分の名が呼ばれて、熱い気持ちが湧き上がる。

　ナディオスはドアの上の明り取りの窓が開いているのを見つけ、壁に飛びついた。

　一度は失敗して落ちるが、二度目に窓によじ登り、部屋の中に入る。

　そこで、リアが男に押し倒されているのを見つけた。

　カッとなったナディオスは「シャーーッ」と男めがけて落ちていき、爪を立てた。

「うわっ、なんだ!?」

　顔を深く引っかかれ、男がひるんだ隙に、ナディオスはリアに口づける。

　人間の姿に戻った彼は振り返ると男を思い切り蹴り倒した。

　男は床に身体を打ちつけて跳ねたあと、そのまま失神した。

「大丈夫か!?」

　目をやった先のリアは胸も秘部も丸出しで、ボロボロ泣いていた。

「リア……！」

　ナディオスは彼女をきつく抱きしめた。

「遅くなって、ごめんな。もう大丈夫だ」

　リアの背中をなでて、落ち着かせようとする。ネコの癖で、ぺろりとその涙を舐めた。

　さりげなくスカートを下ろし、下着を戻して、服装を整えてやると、縄を解き、また抱きしめた。

　リアはガクガクと震えていて、なかなかそれが収まる気配がない。

　気の強い彼女が声もなくすすり泣き、ただ彼にしがみついてきた。

　その様子にナディオスは激しく胸が痛んだ。それとともに襲った男に怒りが湧く。

　しばらく彼女をなでていると、気が緩んだのか、リアの力がふっと抜けて、気を失った。

　そっと、リアを横たえ、ナディオスは男の服を剥ぎ取って「小さいな」と言いながら無理やり着た。ローブがあったからなんとか見られる格好にはなった。

　男は着衣のままだったので、どうにか最悪の状況は防げたようだと安堵する。

　リアを縛っていた縄で男を拘束した。

　縛りながら、男の顔をしげしげ見ると、彼が誰か思い出した。

（こいつ、アルバロじゃないか）

　前の遠征でも問題を起こし、魔術師団長が頭を抱えていた問題児だった。

（もしかして、俺への当てつけでリアを襲ったのか？）

　激しい怒りで、全身の血が頭に上った。

　目の前が真っ赤になる。

　殴りつけたくなる衝動をなんとか抑えて、ナディオスは立ち上がった。

　彼をそこに転がしたまま、リアを抱きあげると、自室に戻った。
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　リアが目を覚ますとベッドに寝かせられていた。ネコが寄り添うように横にいる。

「なぁ～ん」

「ナァちゃん……」

　状況がつかめずにぼんやりするリアの唇をネコがぺろりと舐めた。

　ネコが精悍な顔の男になる。

「ナディオス……」

「大丈夫か？」

　彼の碧い瞳はめずらしく心配そうに曇っていた。

　それを見て、リアは先ほどの出来事を思い出した。

　悪寒がして、身体を震わせる。

　それをなだめるようにナディオスが抱きしめてくれた。

　彼の身体は温かい。

　思わず身を寄せて、その胸に顔をうずめた。

「……助けてくれて、ありがとう」

「いや、お前がいないと元の姿に戻れないからな」

「そう、ね……」

　照れ隠しにナディオスが返した言葉にリアは気落ちした。

（そりゃあ、必死になるわよね）

　余裕を失ったような様子で助けに来てくれた彼を思い出し、それがリアだからじゃなく、元の姿に戻せる相手だからだと理解した。

　当たり前のことが悲しく感じる。

（私はなにを期待していたんだろう）

　自分だけこんな気持ちになるのが腹立たしかった。

　そこで、ハッとあの男に言われたことを思い出した。

「あなたの状態を完全に治すには破瓜の血を摂取すればいいそうよ」

「破瓜の血？」

　いきなり言われて、ナディオスはけげんな顔をした。

　どうやら彼はリアが襲われた理由を知らないらしいと見て、彼女は説明した。

「あなたを逆恨みして、こんなことをしたそうよ、あの男」

　リアが話して聞かせると、ナディオスは枕に拳を打ちつけて憤った。

「やっぱりそうなのか！　あいつ、ふざけやがって！」

　本気で怒っているナディオスは迫力があった。その怒りを向けられているわけではないのに、リアは息を呑む。

「悪い……」

　リアの反応を見て、ナディオスは何度か深呼吸してなんとか怒りを鎮めようとする。

　そうしてからまた彼女を引き寄せ、落ち着かせるようにその髪をなでてくれた。

「悪かったな。とんだとばっちりでお前をこんな目に遭わせて」

「ナディオスが悪いわけじゃないわ」

「しかし、俺に関わらなければ……」

　めずらしく落ち込んだ様子のナディオスに胸が苦しくなる。

　そんなふうに優しくされると調子が狂ってしまって、リアは思ってもいないことを言った。

「私の処女にいくら払う？」

「はっ？」

　口に出したとたん、リアは後悔した。

　ナディオスが蔑むような視線になったからだ。

「……こんなところでも商売しようっていうのか？」

　低い声で凄むナディオスに、リアは笑ってごまかした。

「冗談よ。身体は売らない。ただでどうぞ？」

「ただで？」

　表情は緩めたが、意図がわからないというようにナディオスが首を傾げた。

「破瓜の血で治るなら、どうぞ？　もうずいぶん稼がせてもらったし、終わりにしましょう」

　そう言ってリアはさっさと服を脱ぐと、下着姿になった。

　リアの意図が伝わったようで、ナディオスがゴクリと喉を動かす。

　彼女の本心は、あの男に触られたところをナディオスに上書きしてほしかった。

　記憶から消したかった。

　それが、ナディオスのネコ化を治すなら、ちょうどいいと思うし、この中途半端な関係を終わらせたくもあった。終わりたくないという矛盾した想いもあったが。

「いいのか？」

　かすれた声で彼が確認してくる。

　リアがうなずくと、ナディオスは覆いかぶさって、キスをしてきた。

　そして、その距離でリアをじっと見つめ、もう一度確認する。

「本当にいいのか？」

「気が変わらないうちにしたほうがいいんじゃない？」

　軽い感じにリアが言い、うなずいたナディオスは手を動かし始めた。

　様子を窺うように、リアの身体を肩から腰へなで下ろす。

　リアは彼を受け入れるように、目を閉じた。

　首筋をねっとり舐められる。下着の隙間から彼の手が入ってきて、胸を揉みしだく。

　ぴくりとリアが身体を震わせた。

　あの男に触られたことを思い出してしまったリアは目を開けて、今、自分に触れているのはナディオスだと確認した。

（大丈夫。これはナディオス。だから怖くない）

　拒否してしまいそうになるのを、手でシーツをぎゅっと握って耐える。

「あっ……」

　ナディオスが胸当てをずらして、ぴょこんと立った尖とがりを食んだ。

　温かく湿ったものが飴玉を舐めるように、リアの乳首を転がす。

　それは変な感覚で、くすぐったいような気持ちいいような経験したことのないものだった。

（うん。大丈夫大丈夫）

　自分をなだめながら、彼に身を任す。

　ナディオスの手が秘部に伸ばされた。指が下着の上から形を確かめるようにゆっくり動かされる。

　そこに指を入れられたことを思い出して、リアは身体をこわばらせ、ふたたび目を閉じた。

「リア、俺を見ろ！」

　苛立った声でナディオスは言う。

　リアがゆるりと目を開く。

　見上げると、いつもは澄んだ青い瞳が翳っていた。

「震えてるじゃないか。怖いんだろ？」

「別に！　違うわよ！」

「止めておこう。俺は無理やり女を抱く趣味はない」

　彼はリアから手を離して、起き上がった。

「無理やりじゃないわ。いいって言ってるでしょ？　できないっていうなら……指でも処女膜って破れるのかしら？　……痛ッ」

　ショーツの隙間から手を入れ、自分の指を無理やり突っ込んだリアは悲鳴を上げた。

「バカッ！　ちゃんと濡らさないとだめだろう！」

「そんなのどうでもいいから、さっさと突っ込んでよ。破瓜の血がほしいんでしょう？」

「どうでもよくない！」

　怒鳴ったあと、ナディオスはいきなりにやりと表情を変えた。

「なんだ、お前、そんなに俺に抱いてほしいのか？」

「なっ、そんなわけないでしょ！　私はネコ化を治してあげようと……」

「抱いてほしいなら、今度ゆっくり抱いてやる」

「だから、違うってば！」

「じゃあ、なんだ？　なにを焦ってる？」

　意地悪な口調とはうらはらにナディオスは優しくリアの頬をなでる。

　その手つきに、ついリアは本心を漏らしてしまいそうになる。

「あの男が触れ……ううん、なんでもない！」

　途中で矜持きょうじが邪魔をして言葉を止めたが、ナディオスは悟ったらしく、精悍な顔つきをいっそう引き締めた。

「あいつの感触を消したいってわけか。わかった」

　真剣な表情でうなずくと、彼はリアのショーツを剥ぎ取った。

　そして、彼女の膝裏を持つと、脚を広げ、その中心に顔をうずめた。

「ちょ、ちょっと！　ナディ、オス……あぁっ」

　いきなり花芽を舐め上げられて、リアは嬌声をあげた。

　そこはあの男にぐりぐりと弄られたが、ぜんぜん気持ちよくなかったところだ。

　それなのに、ナディオスの舌に捏こねられると、そこから甘い痺れが広がって、身体の奥から蜜が出てくるのを感じた。

「あ、うぅ、だめ……あんっ……」

　花芽に吸いつかれ、腰が浮く。

　出てきた蜜をまとわすように、ナディオスは指を膣口の周りに這わせた。

　やがて、つぷりと指先だけをリアの中に入れて、彼女の様子を見る。

「痛いか？」

「だい、じょう、ぶ」

　入口だけでぬぷぬぷと指を動かされて、リアは喘いだ。

（なにこれ、あの男にされたのとぜんぜん違う）

　どうしていいかわからず、リアは身体をくねらせる。

　口端を上げたナディオスは、また花芽を舐めながら、指をもう少し深くまで挿入した。

　クッと指を曲げて、トントンと中を叩かれる。

　そのたびにじわっと身体中に快感が広がる。

「あん、ぁんっ、や、あん」

　止めたくても止まらない恥ずかしい声が自分の口から漏れ、リアの顔はほてった。

　もうあの男にされたことなど吹っ飛んでしまって、リアはナディオスの愛撫に翻弄された。

　どんどん高まる身体の熱が爆発しそうになる。

「……っ、あぁっ！」

　なにかが背筋を走っていき、頭を真っ白にした。

　背を反らしたリアは大きくビクンと跳ねて、くたんとベッドに沈み込む。

　初めて達した衝撃でぼんやりしていたリアは、股の間を拭かれ、ナディオスの胸に引き寄せられた。

　額に口づけられ、「もう寝ろ」とささやかれる。

（ナディオスが優しい……）

　泣きそうな気分になりながら、疲れていたリアはすっかり身体の力が抜けて、心地よい眠りに落ちていった。






　アルバロとフーリオは捕まった。

　リアが眠ったあと、ナディオスは拘束していたアルバロを衛兵に突き出し、罪状を伝えた。

　それを聞き、フーリオは自ら出頭してきた。

「団長、申し訳ありません」

　頭を下げた彼にナディオスは事情聴取した。

　フーリオの妹夫婦はアルバロの使用人で、逆らったら二人を解雇して、どこに行こうと働けないようにしてやると脅されていたらしい。妹を守るため、しぶしぶアルバロに従っていたが、なるべくナディオスの不利にならないように立ち回っていたそうだ。

　ナディオスの休暇届を偽造したのもフーリオだった。

「よくリアの危機を伝えてくれたな。礼を言う」

「いいえ、私が初めから相談していれば、こんなことには……」

「次からはちゃんと相談してくれ」

「っ！　次があるのですか？」

「お前のことは事情を鑑みて、減刑してもらえるように図ろう」

「あ、ありがとうございます！」

　フーリオはまた深く頭を下げた。

「まぁ、お前が気を利かせてくれなかったら、俺はここにはいなかったかもしれないし。リアは無事ではなかったかもしれないからな」

　反対に、アルバロのことは重い罪に問うようナディオスは働きかけた。

　そのためには、ナディオスは嫌々ながら、衆人の前でネコになることになった。

　ナディオスがネコになるところを確認した者の中には国王までいた。

　リアはネコになったナディオスを抱きあげ、彼の服を持って、別室に向かった。

　彼にキスをして、人の姿に戻すためだ。

　戻ってきたナディオスに国王は尋ねた。

「そんな身体で騎士団長の任務がこなせるのか？」

「はい。治す方法は見つかったので、まもなく解決いたします」

　ナディオスは堂々と答えた。

　それはリアを抱くと言っているも同然で、彼女は頬を染めた。

「それならよいが」

　国王は重々しくうなずいた。

　そうしたやり取りの末、アルバロは騎士団長とその恋人を害そうとした罪で禁錮刑になり、当分の間出てこられなくなった。

　まもなく解決すると言った割に、ナディオスはリアを抱こうとしなかった。

　だから、リアは変わらず、毎日彼に昼食を届けに行き、キスをされて帰ってきた。

　ナディオスが外では恋人のように甘く振る舞うのも変わらなかった。

（もうネコから戻るための要員だって知られてるのに）

　彼がなにを考えているのか、リアにはさっぱりわからない。でも、怖くて聞くこともできなかった。

　そもそも自分がどうしたいかもわからなかったのだ。

　しかし、そんな悠長なことをしていられない事態が起こった。

　凶悪な魔物の群れが現れたのだ。

　魔物討伐にリアを連れていくわけにはいかないし、連れていったとしても、補給を気にして戦うことなどできないだろう。

「頼む！　俺に破瓜の血をくれ！　被害が広がらないうちに倒さないといけないんだ！」

　真摯に頼んでくるナディオスに、リアはうなずいた。

「いいわよ。っていうか前からいいって言ってるじゃない」

　軽い調子で言うリアを、ナディオスはもの言いたげに見たが、結局なにも言わず、ベッドに押し倒した。

　いつもの蕩けるようなキスが落ちてくる。

　すっかりキスに慣れてしまって、舌を絡める余裕まである。

　口づけながら、ナディオスがリアの服を脱がしていく。

　この間のように部分的に脱がすのかと思っていたら、下着まで剥ぎ取られ、全裸になった。

　ナディオスが全裸になるのはいつものことだが、自分が服を着ていない状態など、初めてのことで、リアは身体を隠そうとする。その手を掴んで、ナディオスが肩口からキスを落としていく。

　彼に全身を見られるのが恥ずかしくて、リアは言った。

「時間がないんでしょう？　早く挿れたら？」

「お前を愛撫する時間ぐらいある。しっかり慣らさないと痛いだろう」

　そう言って、ナディオスは胸の上の果実を摘まむ。

「あんっ。そこはいいから……」

「お前、ここ好きだろう？」

　ナディオスは笑って、摘まんでいないほうの乳首を口に含んだ。

　そんなことをされると、身体の奥が疼うずき、トロトロと雫が垂れてくる。

　恥ずかしくてたまらなくなり、リアは言った。

「あなたも脱いでよ」

　自分ばかり裸だからよけい恥ずかしいんだと思った。

「そうだな」

　ナディオスが同意して、ガバッと上衣を脱いだ。

　たくましくも美しい身体が現れる。

　それを見て、頬がカッと熱くなった。

　やはりどうあっても恥ずかしいことには違いなかった。

　しかも、続けて下を脱いだナディオスの身体の中心には、いきり立ったものが存在を主張していて、あれを受け入れるのかと思うと、怖いような期待するような複雑な気持ちになる。

　思わず凝視していると、ナディオスが口角を上げた。

「まぁ、待て。しっかりほぐしたあとに入れてやるから」

（まるで私が待ち望んでるみたいじゃない！）

　ツンとして、リアは視線を逸らした。

　ナディオスはふたたびリアに覆いかぶさってきて、胸を揉む。唇は首筋から順に下に移動してきた。

　へそを舐められて、リアはビクッとする。

　そして、唇がきわどいところへ差しかかり、また敏感な芽を舐められるのかと構えたとき、急に手が移動してきて、秘部をするりとなで上げた。

「やんっ」

　思わず出た声に、ナディオスが声を出して笑う。

「もうぬるぬるだな」

「だって……！」

　ふくれっ面でリアが反論しようとすると、優しくキスされた。

「それでいいんだ」

　声も瞳も甘くて、調子が狂う。

　片手をリアの頭の横についたナディオスは、耳を舐め回し、リアがそちらに気を取られている間に、ゆっくりと指を挿入した。

「ん……」

「痛いか？　怖くないか？」

　耳もとでナディオスがささやく。

　彼の気づかいが面映ゆい。もっと乱暴に奪ってくれてもいいのにと思う。

　もしかして、彼がリアを抱かなかったのは、襲われた恐怖に配慮してだったのかもしれない。

　そう考えると、リアの心にぬくもりが広がった。

「大丈夫」

　彼女が首を振ると、ナディオスは指を動かした。

　繊細さとは無縁の男なのに、そのしぐさは細やかで、手慣れていると感じた。

（女嫌いって言っても、そりゃそうよね。娼館だって行ったことあるみたいだし）

　なんとなく拗ねた気持ちになったのをナディオスに見抜かれたようで、彼はくっと指を曲げて、リアの感じるところを刺激した。

「あ、んんっ！」

「ほら、俺に集中しろ」

　そこを触られるたびに、思考が溶ける。

　ナディオスの言うとおり、彼に集中するしかなくなる。

　快感が募ってきたところで、彼は指を増やした。

　剣だこのある太く長い指を二本も受け入れると、痛くはないが、少し苦しい。

　ナディオスは自分の指をなじませるように、くるりと回したり、中を広げるように指を開いたりした。

　彼が指を動かすたびに、淫靡な水音がし始めて、もう一本指を増やされた。

　あんなにきつかったのに、すんなりと三本の指を受け入れて、リアの中は悦びにうごめく。

「そろそろいいか」

　つぶやいたナディオスは、屹立をリアのぬかるみに擦りつけたあと、ゆっくり入ってきた。

　自分が中から押し広げられる気がした。

　指とはぜんぜん違う感覚に驚く。

　みっちり腟壁を擦って進んでくる彼のものに、リアはいつの間にか目を見開いて、息を止めていた。

「リア」

　それを邪魔するように、ナディオスは彼女の名前を呼んで、唇を合わせた。

「はぁ」

　息を吸われて、逆に息を吐くことを思い出す。

　リアが力を抜いた隙に、ナディオスがグッと腰を落とした。

（痛っ）

　そう思ったのは一瞬で、奥まで到達したと思ったら、すぐナディオスは自身を抜いた。

「これで破瓜したと思うが、摂取というのは舐めればいいのか？」

　大真面目に聞かれて、リアは赤くなりながら答えた。

「舐めっ……う…ん、たぶん……」

「わかった」

　ナディオスはかがむと、リアの蜜口に舌を入れた。
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「あ、ひゃあ、ううんっ」

　彼の舌がうごめいて、リアは悶える。

　破瓜の血を舐め取ろうと、ナディオスは奥まで舌を差し入れて、ぐるりと回した。

　快感でお尻が浮いた。

「うぅ、ん……」

　ギュッとシーツを握りしめる。

　ナディオスはネコ化を治そうとしているだけなのに、リアは一人感じてしまって困った。なんとか声を我慢して、快感に耐える。

（早く終わって！）

　そう思うのに、ナディオスは念入りに舐め回した。

「はーっ、はーっ……」

　ようやく舌が抜かれた頃には、リアは荒い息を漏らし、疲労困憊していた。

「これでいいのか？」

　口もとを手で拭って、ナディオスが聞いてきた。

　そのしぐさがやけに色っぽく感じて、先ほどまで舐められていたところが疼く。

　それをやり過ごして、なんとか普通に返した。

「このまま朝までネコにならなければ大丈夫なんじゃない？」

「そうか。じゃあ、この続きは遠征が終わってからな」

「続き!?」

（続きって、どういうこと？　あれの？）

　一瞬だけだったが、彼が自分の中にいた感覚を思い出してしまい、リアの頬がほてる。

　それなのに、ナディオスはリアを抱き込んで、さっさと寝てしまった。

　熱い塊がお腹に当たっているのに、もう寝息を立て始めたナディオスにあきれてしまう。

（そういえば前に、軍人はどこでもすぐ寝られるって、自慢してたわ）

　明日早くにここを発つと言っていたから、眠りが必要なのはわかる。しかし、中途半端に放り出されたようで、リアは頬を膨らませた。

　身体は疼くし、ナディオスの体温を感じてドキドキして、なかなか眠れない。

　しかも二人は裸のままだった。

（ナディオスはいったいどういうつもりなのかしら？　ううん、ただネコ化を治したかっただけよね）

　そして、リアは唐突に気がついた。二人の関係が今終わったことに。

　ナディオスのネコ化が治れば、リアは必要なくなる。同居生活は終わって、二人の接点はなくなる。

　もう二度と会うこともなくなるかもしれない。

（ようやく師匠の家に帰れる。一人で静かな生活に戻れるのよ。お金も貯まって、よかったじゃない）

　そう考えてみるものの、リアはますます眠れなくなってしまった。

（でも、続きって言った……）

　期待する心を押し殺し、強引に目を閉じた。






　髪をなでられた気がして、リアは目を開いた。

　朝方になって、ようやく眠れたリアはぼんやりする。

「悪い。起こしたか？」

　すでに騎士服に身を包んだナディオスがベッドに腰かけ、リアを見ていた。

「ううん、大丈夫。それより、本当に治ったのね！」

「あぁ、そのようだな。助かった」

　凛々しい顔に笑みを浮かべ、ナディオスが言った。

　これで見納めかもしれないと、リアを見下ろす碧い瞳をじっと見つめた。

「じゃあ、行ってくる」

　ナディオスはそう言って、リアのあごを持ち上げ、キスをした。

　もうその必要はないというのに。

「なんで!?」

「ハハッ、つい癖で？」

　確かに、毎日毎日何度もキスをした。

　癖になるほど。

　ついばむだけのキスがさみしいと思うほどに。

　同じことを思ったのか、ナディオスがもう一度唇を寄せてきて、今度は深いキスをする。

　二人は舌を絡めた。

「……気をつけてね」

「あぁ、ここで俺の凱旋を待ってろ」

「ここで？」

「あぁ。じゃあな」

　ナディオスは手を上げて、気負いなく出かけていった。

　追いかけたかったが、リアはまだ裸のままで、外へ出られなかった。

















第五章












　ナディオスが遠征に出かけてから、二か月。

　リアはまだ彼の部屋にいた。

（だって、ナディオスがここにいろって言うから……）

　自分に言い訳して、留まっていたのだ。

　ここにいると、残留組の団員が気を利かせて、ナディオスの状況を教えてくれる。

　そのほかには新聞の情報を頼るしかなかった。

　リアは情報に飢えていた。

　ナディオスが行ってしまった直後から、肝心なときにネコに戻っていたらどうしよう、どうしてついていかなかったんだろうと後悔していたからだ。王宮御用達のものがあるだろうが、自分の回復薬や解毒薬も持っていってもらえばよかったとも思った。

　幸い、貪るように読んだ新聞にも団員からの情報にも、彼の活躍しかなくて、本当に治ったらしいとほっとした。

　でも、魔物の大群を掃討するのに時間がかかっているようで、騎士団長自ら前線で果敢に戦っているという記事に、今度は怪我でもしたらどうしようと、リアは心配でならなかった。

　団員が「団長はむちゃくちゃ強いですから、大丈夫ですよ」となぐさめてくれた。実際、森で魔獣と対峙した彼を思い出し、大丈夫だとは思うものの、それでもナディオスになにかあったらと思ってしまって、喉の奥が詰まって息苦しくなった。

　ある日、やきもきしながら待っていたリアの耳に大きな声が飛び込んできた。

「号外！　号外！」

　新聞の束を持った少年が叫んでいた。

　群がる人に混じって、リアも一部もらうと、まず目に入ったのは騎乗したナディオスの絵姿だった。

『完全勝利！』という文字とともに、魔物討伐の成功とナディオスの活躍が書かれている。

　彼の無事と帰還のニュースに、リアの目の前がぱあっと明るくなって、歓喜が湧き上がった。

（ナディオスが帰ってくる！）

　うれしくてならなかった。そして、ふいに気づいた。

（どうしよう。私、ナディオスが好きだわ……）

　その兆候はあった。でも、ずっと目を逸らしていた。想っても手の届かない相手だったから。

　それでも認めざるを得なくなった。

　尊大でデリカシーもなくて、女嫌いだというのに、どうして好きになってしまったのか、リアは不思議だった。

　でも、言いたいことが言えて、気負いなく過ごした彼との生活は楽しかった。

　なにより、肝心なときにはナディオスは優しかった。

（新聞の一面に載るようなすごい人を好きになっても仕方ないのに）

　号外を見つめ、自分との果てしない距離を感じて、リアは暗い気持ちになった。

　しかも、ネコ化が治った以上、リアはナディオスにとって用なしになったというのに。

　胸が痛くなって、リアは号外を持った手を胸に押しつけた。

「リアさん！　今日遠征隊が帰ってきますよ！」

　明るい声で団員に告げられ、リアの胸も弾んだ。

（いよいよ！）

　でも、その直後に、それが別れが近いことを意味していると気づいて、うつむく。

（ナァちゃんも誰もいない一人ぼっちの生活に戻るんだわ……）

　それでもナディオスが帰ってくるのを一番に見たいと思い、リアは街外れの城門まで出向いた。

　凱旋してくる部隊は必ずそこを通るからだ。

　同じように遠征隊の帰還を一目見ようと、すでに大勢の人々が集まっていた。

　人に埋もれてソワソワと待っていると、わぁっという歓声があがった。

（帰ってきたの!?）

　リアは背伸びして、門のほうを見つめた。

　甲冑に身を包み、白馬に乗ったナディオスを先頭に騎士隊が現れる。

「キャー、かっこいい、ナディオス様～！」

「魔物を倒してくれて、ありがとう！」

「ナディオス様、素敵！　こっち向いてくれないかしら？」

　皆、思い思いに声をかけている。

　その中でも圧倒的にナディオスへの賛辞が多かった。

　ナディオスはにこやかに手を振りながら通りすぎた。

　リアに気づくことなく。

　これが現実だと、リアは打ちひしがれて、とぼとぼとナディオスの部屋に戻った。

　凱旋の列はゆっくりと進んでいるので、ナディオスが帰宅するにはまだ時間がかかりそうだった。






「ただいま。リア、いないのか？」

　待ちくたびれて、ソファーでうとうとしていたリアは飛び起きた。

　そこには詰め所で甲冑を脱いで軽装になったナディオスがいた。

　碧い瞳がまっすぐリアを見ている。

　喜びに顔を輝かせて、彼女は言った。

「おかえりなさ……んんっ」

　その途中で、あごをすくい上げられ、キスされる。

　すぐに舌が入ってきて、彼女の舌に絡められた。

　口に吸いつかれたまま、ソファーに押し倒されて。胸を揉まれる。

「んんっ、ちょっと！」

　一瞬口が離れた隙に、リアはナディオスの胸を押して、抗議した。

　彼の身体はびくともせず、涼しい顔でナディオスが言う。

「帰ったら、続きをするって言っただろ？」

「続きって……！」

　瞬時に赤くなったリアに、ナディオスがまた口づけた。

　久しぶりのリアを確かめるように、身体に手を這わしながら、どんどん服や下着を脱がしていく。

　ナディオスは自分の服も脱いだ。

　深くはないが、新たな傷ができていて、リアはそっとそれに触れる。

「痛くない？」

「あぁ、軽傷だ。放っておけば治る」

（戦ってきたんだなぁ。無事でよかった）

　リアが心から安堵していたのに、ナディオスは彼女の胸を持ち上げるようにして揉み、指先でそのてっぺんをなでたり摘まんだりした。

「あんっ」

　いきなりの快感がリアを襲う。

「どれだけこうしたかったか……。あのとき、ちゃんと抱いとけばよかったって、遠征中、ムラムラして何度も思った」

　首筋を舐めながら、ナディオスがつぶやく。

　なるほど戦場帰りで高ぶっているのかとリアは納得した。

　戦士は戦ったあとは興奮するから、気を静める薬を大量に作ったことがあると師匠が言っていたのを思い出す。

　複雑な気持ちもあったが、最後の思い出に抱いてもらうのも悪くないと思い、彼の背中に手を回した。

　ナディオスの手が性急そうに、リアの秘部をなでる。

　太ももに彼の怒張が当たっている。

　余裕がなさそうなナディオスはリアの太ももにそれを擦りつけながら、指を蜜口に挿し入れた。

「あ……」

「狭いな。痛くないか？」

　すでにそこは潤っていて、痛くはないが、彼の指に吸いつくように締めつけている。

　リアが首を横に振ると、彼は中で指を曲げた。そして、指先でそこを圧迫する。

　いきなり痺れるような快感が広がり、リアは背を反らす。

「あっ、そこ、ダメ」

「気持ちいいか？」

「わかんない。でも、変な感じがする」

　指から逃れようとリアが身体をくねらせるが、ナディオスは逃がさない。

　腰をつかまえて、指を小刻みに動かす。

「あっ、あっ、ダメだってば！　ヘン……、やっ」

　甘ったるい声が漏れ、リアは恥ずかしくてならない。

　どんどん蜜があふれ出てくるのを感じる。

　ナディオスは甘い笑みを浮かべて、リアの頬や耳もとにキスを落とした。

　すぐに二本目の指も入ってきて、リアの中で動き回り、彼を受け入れる準備を整える。

　それを感じて、リアの中はキュッと締まった。

「もういいか？」

　少し苦しげにナディオスは尋ねてきた。

　彼は相当我慢をしていたらしい。

「うん、来て……」

　リアがささやいたとたん、熱く大きな塊が彼女の中に入ってきた。

　まだ先端だけなのに、この間より大きい気がして、リアは息を詰めた。

「こら、息をしろ」

　そう言われて、ふぅぅと息を吐いた。

　その拍子に、彼が一気に奥に進んでくる。

「ああっ、おおきい……！」

　思わずつぶやくと、ナディオスが笑った。

「それはよかった」

　彼をリアに馴染ませるように、ぬちぬちと動かす。

　身体の隙間ぜんぶを彼で埋められた気がして、苦しいようなうれしいような気持ちいいような、そのどれかわからず、リアは吐息を漏らした。

　でも、彼の指が胸の先端を摘まむと、一気にそれが快感に変換されて、きゅうぅっと彼を締めつけて、リアは達した。

「お前、イくのが早すぎる！」

「だって！」

　ますます余裕をなくした顔でナディオスが苦情を言うので、リアは頬を染めた。

　彼はリアの腰をつかみ、大きなストロークで動き始めた。

　ギリギリまで引き抜かれて、奥まで戻される。

　彼のものが気持ちいいところを余すところなく擦っていき、リアは嬌声をあげた。

　その動きがどんどん速くなる。

「あっ、ダメっ、あっ、あっ、ああん、ああーーっ！」

　最後は激しく揺すぶられて、目の前がチカチカして、真っ白になった。

　びくんっと背を反らしたリアの奥を数回突いたあと、ナディオスも身体を震わし、熱い飛沫を迸ほとばしらせた。

　彼を受け入れているところが、悦びに痙攣する。

　初めての行為にリアがぼんやりしていると、ナディオスに抱き起こされた。

　彼はそのままひょいとリアを抱きあげ、歩き出す。

　繋がったままで動かれたリアはたまらず、彼の首もとに腕を回して、快感に耐えた。落ちないように脚を彼に巻きつける。

　ナディオスはリアの腰とお尻を持って、軽々と運んでいく。

「ナ、ナディオス？」

　にやりと笑った彼はチュッとリアにキスをして、寝室に入った。

　彼女をベッドに下ろすと、すぐに覆いかぶさってきて、腰を動かす。

　あっという間に、彼は回復していた。

　太いもので穿うがたれて、リアは嬌声しか出せない。

「あぁん、あんっ、やぁん……」

　そのあと、ひっくり返されて、後ろから胸を揉まれる。

　四つん這いになっていたリアは自分の身体を支えられずに、腕をぺたんと下ろした。

　お尻だけナディオスに突き出しているような姿勢になる。

　彼はリアの腰を持ち、突き上げた。

「うぅ、んん～」

　さっきまでと当たるところが変わって、頭に突き抜けるような快感に襲われる。

　リアはシーツに顔をうずめて、それをやり過ごそうとする。

　でも、何度も腰を打ちつけられて、ビクビクビクッと下半身が痙攣して、イってしまった。

　彼女が息を乱し、ぐったりしているのに、ナディオスはまだ元気で、くるりとリアの身体を仰向けに戻す。

「リア……」

　彼が甘く呼ぶ。見下ろす瞳も甘くて、ぴくりと身体が反応する。

　今度は脚を折りたたまれて、深くまで挿入されて、何度も貪られた。

　激しく求められ、まるで愛されているかのような気分になる。

（勘違いしちゃダメ。ただの性欲よ。だって、ナディオスはかわいいの一言さえも言ってくれない。かわいくないとは何度も言われたけどね……）

　自分を諌め、無駄な期待をしないようにする。

　何度目かの絶頂で、リアは意識を失った。






　朝になって、リアはナディオスの腕の中で目覚めた。

　ナァちゃんじゃない、人の姿だ。

　彼は規則正しい寝息を立てている。

　裸で抱き合っている状況に恥ずかしくなったリアは、そっと彼の腕から抜け出した。

　腰が激しく重い。

　昨夜の行為を思い出して、一人で赤くなる。

　服を着てから、ベッドの端に腰かけ、ナディオスを見つめる。

（これでこの生活ともさよならね）

　さみしい気持ちで、彼の綺麗な顔を眺めていると、ナディオスがふわぁっとあくびをして、目を開いた。

「あぁ、リア、おはよう」

「おはよう。本当に治ったのね」

「あぁ、おかげさまでな」

　ナディオスが意味深にリアの太ももをなでた。

　リアはその手を振り払い、言った。

「じゃあ、精算してもらおうかしら」

「お前なー。朝からそれか……」

　あきれたようにナディオスがぼやく。

　情緒がないとかぶつぶつ文句を言っている。

「だって、そういう約束でしょ？」

「はいはい、わかったわかった。そういえば、お前の家を買い取ってやったぞ。お前の薬を買い叩いていた業者にも適正価格で仕入れるように指導しておいた。遠征に行く前にな。バタバタしてて言い忘れてたが」

「え？　家を？」

　気軽に言われて、リアは茫然とした。

（どういうこと？）

「今回の遠征が成功したのは、言わばお前のおかげだ。処女のお代とでも考えとけよ。それに、これで金にせこせこしなくて済むだろ？　……なんだよ。うれしくないのかよ」

　固まっているリアに、不服そうにナディオスが言う。

（処女のお代？）

　ショックで目の前が暗くなった。

　わなわな震えて、リアは言った。

「……そんなつもりで抱かれたんじゃないわ……」

「わかってるさ。お前は――」

「わかってない！」

　ナディオスが言いかけるのを怒鳴って遮った。

（処女を奪ってしまったから、かわいそうだから、家を買い与えてくれたとでも言うの？　一生懸命お金を貯めていたのに、ナディオスにとっては大した額じゃなかったのね）

　自分の行動がバカみたいで、それがくやしくて情けなくて、目が潤んだ。

　泣き出しそうな自分が嫌で、リアはキッと彼をにらんで言い返した。

「勝手なことして！　せこせこしてて悪かったわね！」

「なんだよ。悪かったな、余計なことして！」

「余計よ！　本当にデリカシーがない男だわ」

「なんだと？　素直に喜べよ！　かわいくない女だな」

　売り言葉に買い言葉で言い合い、お互いに傷ついた顔で、フンとそっぽを向いた。

（どうせかわいくないわよ！）

「帰る！」

　本格的に泣き出しそうになったリアは、口を引き結んで、彼の部屋を出た。

　ずんずん歩いていく。

　ナディオスは追ってこない。

　当たり前だ。リアに特別な感情を持っていないのだから。

（これで彼とは完全に終わりね……）

　悲しくてくやしくて、息が詰まる。

　ほどなく懐かしの我が家が見えてきた。

　ドアを開けると、久しぶりの自宅はどこか色あせたように見え、がらんとしてどこかさみしかった。

（ナァちゃんもナディオスもいない部屋。これからは一人……）

　鍵をかけ、そのまま力なく玄関のドアにもたれかかる。

（せこせこしたかわいげのない女……私だって嫌だわ）

　自分だってナディオスにデリカシーがないって言ったくせに、彼にそう思われていたのかと思うと胸が痛くて苦しい。

　のろのろと動き出し、ベッドに倒れ込んだ。

　涙がぽろぽろとあふれてきて、枕に顔を押しつけて泣き伏した。

　惨めだった。

　ナディオスがよかれと思ってやってくれたのはわかっているのに、どうしてあんなに腹を立てたのか、自分でもわからない。

（頑張ってるつもりだったけど、そんなに憐れに見えたのかな……）

　あれこれ考えていて、ふと理解した。

　リアが必死で貯めても届かない額のお金を、ナディオスはポンと出せる。

　王宮で騎士団長を務める彼と、身よりもなく貧乏な自分。

（私たちは、はなから対等じゃないのに）

　ナディオスが遠い存在に感じられて、彼の隣に立てる器じゃないことが、ショックだった。

　それに処女のお代と言われて、身体で家を手に入れた気がした。

　自分から言い出したとはいえ、ナディオスとのことがすべて金銭絡みの取引でしかないと思い知らされた。

　ぐずぐずと泣いていると、ふいに誰かが覆いかぶさってきて、リアの後頭部に顔を擦りつけた。

　ナァちゃんがするしぐさに似ている。

「お前、なんで泣いてるんだよ」

　顔を上げると、予想通り、ナディオスだった。

（やっぱりナァちゃんはナディオスだったのね）

　当然のことがすとんと心に落ちる。

　ずっとリアをこうして慰めてくれたのはナディオスだった。それでも、悲しい気分は収まらない。

「……なんで入ってこれるのよ」

　彼の問いには答えずに、リアはふてくされたように聞いた。

「ここを買ったときに合鍵をもらった」

　それを聞いて、リアはガバッと起き上がった。

「そういえば、ここはもうあなたの家だったわね。出ていかないと……」

　リアは施しを受ける気はなかった。

　処女のお代なんていらなかった。

「なんでだよ！　俺はここに住んでもいいかなと思って買ったんだぞ？」

「それじゃあ、なおさらじゃない！」

「だから、なんでだ!?　一緒に住むのが嫌なのか？」

「一緒に？」

　ポカンとしたリアを見て、ナディオスも目を見開く。そして、すぐ苦虫を噛み潰したような顔になった。

「まさかお前、わかってなかったのか？」

「なにを？」

「なにって、俺がお前を……」

　彼がなにを言いたいのかわからず、キョトンとしているリアに、ナディオスが叫んだ。

「くそっ、じゃあ、なんで俺に抱かれたんだ？」

「え、だって、戦場帰りで気が高ぶっているのかなって思って」

　それを聞いたナディオスが頭を抱えた。

　額に手を当て、指の隙間から、ジロリとにらんでくる。

「気が高ぶっている相手なら、誰にでも抱かせてやるのかよ！」

「そんなわけないじゃない！」

　即座に言い返したリアに、ナディオスはほっと息を吐く。

　額の手を動かして、リアの頬を掴み、顔を覗き込んでくる。

「じゃあ、俺だけってことか？　そうだよな、お前、俺のこと好きだもんな」

「なっ！」

　自分の気持ちを言い当てられて、リアは絶句した。

（ばれてたんだ……）

　嫌がられるかもしれないととっさに思ったけど、彼は迷惑そうな顔をするわけでもなく、むしろ、赤面したリアを見て、うれしそうだった。

（うれしそう？　まさか、まさか……）

　彼の様子を見て、リアはようやく気づいた。

　ナディオスの行動を思い起こしてみる。そういう目で見てみると、それは一つの結論に繋がった。

「……女はめんどくさいって言ってなかった？」

　拗ねた口調で言ってみる。

　ナディオスは照れくさそうに答えた。

「めんどくさいな。でも、なぜかお前なら許せるんだ」

「一人がいいって言ってたじゃない」

「お前となら一緒に住んでやってもいい」

「えらそう」

　相変わらずなナディオスの言葉に、リアは笑ってしまった。

　彼女がようやく笑みを見せたので、ナディオスはほっとして、今度は主張する。

「お前なー、俺は本当にえらいんだ！　……騎士団長様が一緒に住んでやるって言ってるんだから、ここらで手を打っとけよ」

「一緒に住むだけ？」

「籍も入れるか？」

「えっ！」

　関係性を聞いただけのつもりだったのに、予想を上回る答えが返ってきて、リアは目を瞬いた。

「俺は中途半端なことはしない。一生の相手だと思ったから言ったんだ。お前は違うのかよ」

　ふてくされたようにナディオスが言う。

（一生の相手……。本当に？）

　喜びに満たされて、宙に浮きそうなほど、身体がふわふわする。

　リアはナディオスに飛びついた。

「私もよ！」

　好きと言う代わりに彼に口づけた。

　受け止めたナディオスは笑って、それ以上に深いキスを返した。






　何度も口づけ合っていると、ナディオスの手が不埒に動き出した。

　最初はリアの背中をなでていた手が、お尻を掴み、太ももに触れる。

　それが内ももに回ってきたとき、リアはぴくりと身を震わせた。

「嫌か？」

　熱い息を吐きながら、ナディオスが尋ねてくる。

　その瞳はリアを欲していて、求められる喜びに笑みがこぼれた。

　リアは首を横に振った。嫌じゃないと。

　でも、ナディオスは判断がつかなかったのか、手を止めたまま、尋ねてきた。

「それはどっちだ？」

「そんなこと、聞かないでよ！」

（嫌じゃないに決まってるのに！）

　赤くなって、リアは文句を言う。

「もう一方的なのは嫌だからな。だいたい、なんとも思ってない女を俺が抱くわけないのにな……」

　ナディオスもぶつぶつ愚痴った。

　昨夜のことを言っているらしかった。

　その口調から、ちゃんと想いを込めて抱いてくれていたのがわかり、リアは幸せに目を細めた。

「ナディオス、私もしたい……」

　そっとささやくと、ナディオスはひそめていた眉をぱっと開いて、破顔した。

　リアが彼の首もとに腕を絡め、ナディオスを見上げる。

　すぐに熱いキスが降ってきて、リアは押し倒された。

　舌を絡めながら、前ボタンを外されて、そこから手が侵入してくる。

　胸を服から取り出すように持ち上げられて揉まれる。

　そこに唇も加わり、リアのやわらかな双丘を味わうように動かされた。

　ちゅくっと吸いつかれて、ちりっとした痛みが走る。

　リアの白い肌に、赤い花が咲いた。

「俺の印をつけておかないとな」

　ナディオスの独占欲が見えて、リアはひそかにうれしくなってしまった。

　でも、そのあと彼はピンと立った乳首の周りに唇を這わすだけで、肝心なところには触れてくれない。

　中途半端な刺激を与えられて、リアは身をくねらせる。

　くすりと笑ったナディオスを見て、彼がわざと焦らしているのに気づいた。

「もう！　意地悪！」

「なにが？」

　甘い吐息とともにリアが言うと、ナディオスはいたずらに笑った。

「わかってるくせに」

　リアが唇を尖らせる。それに構わず、彼は聞いてくる。

「お前が欲しいのはこれか？　それともこっちか？」

　ナディオスは指でリアの胸の先端を摘まんだあと、いきり立っているものを彼女の脚の間に擦りつけた。

「あぁんっ」

　そうされると、欲しかった刺激がようやく与えられたのに、今度はお腹の奥が疼いてくる。

　思わず、リアは下半身を彼に密着させた。

　彼女の積極的な態度に、ナディオスは喉を鳴らして、スカートをめくった。

　下着を脱がされる。

　彼の指は、彼女がすでに潤んでいるのを確かめると、ゆっくり中に入ってきた。そして、リアの弱いところをノックするように叩いた。

「あっ、あっ……」

　快感がじんわり下半身に広がる。

　気持ちよさに喘ぐ。

　でも、ナディオスは快感が頂点に達する前に指を抜いてしまう。

　不満げに彼を見上げると、なだめるようにキスされた。

　ナディオスはズボンの前をくつろげた。

　びょんという勢いで、凶悪なほど大きなものが飛び出てくる。

　朝の光の中、まともに見てしまって、リアは頬を染めた。

（うそでしょ？　あれが昨日、私の中に入ってたの？）

　ごくんと唾を呑み込む。

　ナディオスはそれに蜜をまとわせるように動かした。

「ふ……うん……あ……」

　おもむろに中に入ってくる。

　昨夜さんざん貪られた彼女の身体はそれを覚えていて、悦んで受け入れた。

　ぜんぶ入るとさすがに少し苦しかったが、ナディオスがなじむまで動かず、胸や花芽を愛撫してくれているうちに、快感が訪れた。

　なにより、心が通ったあとにこうして一つになれたのがうれしくて、リアはナディオスに抱きついた。

「くっ……！　お前、あんまり締めるな。我慢できなくなるだろう！」

「ご、ごめん。でも……」

　気持ちよくてたまらなくなり、リアは身を震わせた。

　ねだるように腰を押しつけてしまう。

「もう、動いていいよな？」

　眉を寄せたナディオスは乞うように尋ね、リアはこくんとうなずいた。

　その瞬間、ズンと彼女の奥に衝撃が走った。

　ナディオスが自身を引き抜いたあと、奥を突いたのだ。

「ああっ！」

　突然、深い快感の沼に落とされて、リアが嬌声をあげる。

　そのままナディオスは何度もリアの身体を穿った。

　あまりの気持ちよさに目がくらむ。

　すがるものを求めて、彼にしがみついた。

　二人の身体が密着したまま、腰だけが激しく動いて、リアを攻め立てる。

「あ――っ！」

　瞬く間に、リアは高みに昇らされて達した。

　ナディオスも余裕がなかったようで、リアの締めつけに一緒に果てる。

　彼はぎゅっとリアを抱きしめて、キスをくれた。

　彼女もそれに応えて、何度も口づけを交わす。

　離れられなくなった二人は、キスしたり、腰を動かしたりして、甘い時間を過ごした。

　さすがに疲れて、まどろんでいると、ナディオスがリアの胸に顔を擦りつけた。

　それがナァちゃんと同じしぐさだったので、その髪をなでて、ぽつりとつぶやく。

「あ～あ、ナァちゃんにはもう会えないのね。本物のネコを飼おうかしら」

「俺がいるからいいだろ」

　ネコと張り合うように言うナディオスがおかしくて、リアはわざと言ってみた。

「癒されぐあいがぜんぜん違うもの」

「お前なー、それが愛する恋人に向かって言うセリフか！」

「恋人……！」

　リアはぱっと赤くなる。

　赤く染まった頬をナディオスがつつく。

「なんだよ、照れてるのか？　かわいいじゃねーか」

「……かわいいって、初めて言ったわね」

　ますます赤くなったリアに、ナディオスは首をかしげた。

「そうか？　俺はいつも……」

　言いかけて、ナディオスはハッと口に手を当てた。

「いつも？」

　聞き返すが、照れくさいのか、ナディオスはそっぽを向いて答えない。

　その耳が赤くなっているのを見て、リアはふわりと笑った。

「そういえば、あなたからまだなんの言葉ももらってないんだけど？」

　恋人とか籍を入れようというくらいだから、好きでいてくれるとは思うが、ちゃんと言葉で聞きたくて、リアは言ってみた。

「あぁ？　なにを？」

　わかっているくせに、ナディオスはとぼけて聞き返す。

　どうやら彼はこの手のことが苦手らしい。

　それはリアも同じだったが、ねばってみた。

「だ、だから、好きとか愛してるとか」

「なんだ、言ってほしいのか？」

　ニヤニヤと揶揄するように言われると、その通りなのに、リアはムッとして、言い返した。

「べつに～。聞いてないなって思っただけ！」

「お前が言ったら言ってやるよ」

「なにそれ！　そう、言えないのね。いくじなし！」

「なんだと！　天下の騎士団長様に向かって、なんてこと言うんだ！」

「じゃあ、言ってみなさいよ」

「やだね」

　不機嫌に目をすがめたナディオスに、リアは悲しくなってきた。

（どうしていつも私たちはこうなんだろう。すぐ言い合いになるよね）

　さっきまで熱く抱き合っていたのに、急に不安になる。

　こんな状態で一生をともにできるのかと。

　少なくとも自分はナディオスが好きだが、彼のほうは異常事態が生み出した一時の感情だったらどうしようと思った。

「おい、なに泣きそうになってるんだ？」

　ナディオスが顔を覗き込んできた。

「なってないわよ！」

　とっさに言い返して、またかわいげのないことを言ってしまったと反省する。

　リアはじっと彼の碧い瞳を見つめた。

（私が言ったら言ってくれるなら……）

　自分が素直になったらいいのかと思い、リアは口を開いた。

「私、あなたのこと、好……んっ！」

　せっかく告白しようとしたリアの唇をナディオスが自分の口で塞いだ。

　それだけでなく舌が入ってきて、ねっとりと彼女の口の中を舐め回す。

「……やっぱり俺から言う」

　口を離したナディオスはリアを見つめた。

　その真摯なまなざしにリアはドキッとする。

　ふいに照れた表情を浮かべたナディオスはリアを抱き寄せ、その耳もとでささやいた。

「……、…………」

　その言葉にリアは顔を輝かせた。

「うん！　私も好きよ、ナディオス」

　幸せそうに笑ったリアは彼に抱きついた。
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◆おまけのお話












「世界一、愛してる」

　そうささやいてくれたナディオスは、リアの返しの言葉が気に入らないようだった。

「俺が愛してるなのに、お前は好き程度の気持ちなんだな」

　拗ねたようにつぶやく彼が愛しくて、リアはふふふっと笑った。

　自分がナディオスの気持ちがわからなくて不安になるのと同じで、彼もリアの気持ちを量れずにやきもきするのだとわかったからだ。

「これがナァちゃんだったら、即、愛してるって言えるのになぁ」

　ちょっと意地悪をして言ってみると、案の定、ナディオスが渋面になった。

「やっぱりお前はネコのときの俺のほうが好きなんだな」

　碧い瞳が翳る。思った以上にナディオスが気にしているのを感じて、リアは慌てて否定した。

「もう、冗談よ！　ナァちゃんと張り合わないで」

　彼女はナディオスの額に自分の額をくっつけて、ささやく。

「大丈夫。モフモフじゃなくても、そのえらそうなところもちょっと意地悪なところもぜんぶ含めて、愛してるから」

「なんだよ、それ」

　ナディオスは苦笑いした。そして、そのあと口端をきゅっと上げ、楽しげに目を輝かせた。

「それなら、俺のほうが上だな。俺はその気の強いところも意地っ張りなところもぜんぶ含めて、愛してる」

「なによ、それ！　私のほうが愛してるわ！」

「いいや、俺のほうだな。毎日抱きしめられたまま眠られて、襲わずに我慢してやっていた俺の愛のほうが深い」

「それはナァちゃんのときでしょ？」

「だから、それも俺だって言ってるだろ！　ネコのときはうれしいとしか思わなかったが、人の姿に戻ってからも記憶はあるんだぞ？　お前の匂いとか胸のやわらかさとか。どれだけムラムラしたと思ってるんだ！」

　それを聞いて、リアは真っ赤になった。

「そんなこと思ってたんだ。でも、そんなそぶりはしてなかったじゃない」

「必死で我慢してたからな。まぁ、寝ぼけて一回危なかったことがあったが」

　二人はそのときのことを思い出して、笑った。

「本当に欲求不満だったのね」

「あぁ、まいったぜ。俺はそういう方面には淡白だと思っていたのに」

　髪を掻き上げて、ナディオスがぼやく。

　そんなに前から彼が自分のことを意識してくれていたんだと思って、リアの顔から笑みがこぼれる。

「でも、私に抱きしめられて、うれしかった？」

「まあな」

「だけど、やっぱり私のほうが愛してるわ。だって、好かれていないと思っていたのに、処女を捧げたんだもん」

　リアが言い張ると、ナディオスがあきれたように言う。

「まだ言うか。あのとき、俺は気持ちが通じ合ってると思ってたよ。そんな鈍い彼女でも愛してるんだ。やっぱり俺のほうが愛してる！」

「私のほうよ！」

　まったく折れようとしない二人は顔を見合わせて、ぷっと噴き出した。

「じゃあ、どっちのほうがより愛してるか競争だな」

「望むところよ！」

（こんな幸せな言い争いもあるのね）

　リアはナディオスと唇を合わせ、自分たちらしいと、幸福感にひたった。
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